
索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2011年度入学
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

※網掛けの科目については、本年度開講しません

高橋　秀直
1

１年

マーケティング戦略 2学期 1 2■アドバンスト科目

工藤　一成
2

１年

パブリック・マネジメント 1学期 1 2

工藤　一成
3

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2■プロジェクト研究科目

城戸　宏史
4

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

鳥取部　真己
5

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

高橋　秀直
6

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

岡林　千夫
7

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

松永  裕己
8

１年

グループ・ディスカッションⅠ 1学期 1 2

王  効平
9

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

休講
１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2011年度入学
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

岡林　千夫
10

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2■プロジェクト研究科目

武田　寛
11

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

舞田　靖子
12

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

日下　勇歩
54

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期
（読替科目：グループ・プロジェクト）

1 2

松田　憲
13

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2

幕　亮二
14

１年

グループ・ディスカッションⅡ 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2011年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

高橋　秀直
15

１年

経営戦略 1学期 1 2■ベーシック科目

松田　憲
16

１年

マーケティング 1学期 1 2

日下　勇歩
55

１年

アカウンティング 1学期
（読替科目：アカウンティング）

1 2

武田　寛
17

１年

ファイナンス 2学期 1 2

永田　晃也
18

１年

知識マネジメント 1学期 1 2■アドバンスト科目

アダム・ヘイルズ
19

１年

国際ビジネス・スキル 1学期 1 2

幕　亮二
20

２年

ロジスティックス 2学期 2 2

齋藤　朗宏
21

１年

問題解決スキル 1学期 1 2

池田　浩
22

２年

チーム・マネジメント 集中 2 2

王  効平
23

１年

国際経営 1学期 1 2

八木田　一世
24

１年

ベンチャー・ビジネス 2学期 1 2■エグゼクティブ科目

瀬戸　大樹
25

２年

戦略的提携と事業創造 1学期 2 2

武田　寛
26

２年

フィナンシャル・インベストメント 1学期 2 2

安部　壮一
27

２年

中国ビジネス 1学期 2 2

桑園　英俊
28

２年

福祉マネジメント 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2011年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

幕　亮二
29

２年

自治体政策 1学期 2 2■エグゼクティブ科目

緒方　光
30

１年

モノづくり競争力の強化 2学期 1 2

松永  裕己
31

１年

ソーシャル・ビジネス 2学期 1 2

石井　義輝
32

１年

医療経済 2学期 1 2

石井　義輝
33

１年

医療経済 2学期 1 2

工藤　一成
34

１年

社会保障 2学期 1 2

幕　亮二
35

２年

自治体政策 1学期 2 2

城戸　宏史
36

２年

産学連携と事業創造 1学期 2 2

王  効平
37

２年

アジア型経営 2学期 2 2

古賀　桃子
38

２年

NPO／NGO実践論 1学期 2 2

王  効平
39

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2■プロジェクト研究科目

城戸　宏史
40

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

工藤　一成
41

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

高橋　秀直
42

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

武田　寛
43

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

マネジメント研究科  マネジメント研究科　専門職学位課程（2011年度入学
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

鳥取部　真己
44

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2■プロジェクト研究科目

日下　勇歩
56

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期
（読替科目：プロジェクト研究Ⅰ）

2 2

松田　憲
45

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

松永  裕己
46

２年

プロジェクト研究Ⅰ 1学期 2 2

王  効平
47

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

城戸　宏史
48

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

松永  裕己
57

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期
（読替科目：プロジェクト研究Ⅱ）

2 2

工藤　一成
49

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

高橋　秀直
50

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

武田　寛
51

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

鳥取部　真己
52

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2

日下　勇歩
58

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期
（読替科目：プロジェクト研究Ⅱ）

2 2

松田　憲
53

２年

プロジェクト研究Ⅱ 2学期 2 2



マーケティング戦略 【昼】
アドバンスト科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

本講義では、マーケティングにまつわる基本的な理論やフレームワークに加えて近時のトピックについてケースディスカッションを中心に学び
ます。マーケティングの主要な概念や理論、フレームワークを用いて経営上の課題の抽出や的確な判断、行動する能力を磨きます。

＜高度な専門的知識・技能＞
マーケティングに関する概念や理論について理解し、使用できる
＜高い問題解決能力と表現力＞
自社における課題を抽出し、その解決策を設計できる
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
企業の社会における役割を理解し、策定したマーケティング戦略を実践できる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜資料を配布しますが、教科書に準じた参考書として以下を挙げておきます。
石井淳蔵・栗木契・嶋口充輝・余田拓郎『ゼミナール・マーケティング入門』日本経済新聞社，2004年．

（○）コトラー&ケラー『マーケティング・マネジメント　第12版』丸善出版，2014年．
和田充夫・恩蔵直人・三浦俊彦『マーケティング戦略　第6版』有斐閣アルマ，2022年．

その他については、授業中や配布資料を通じて紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

581 /



マーケティング戦略 【昼】
アドバンスト科目

1オリエンテーション【マーケティングコンセプト】
2マーケティング・プロセス（1）【STP】【マーケティング・マネジメント】
3マーケティング・プロセス（2）ケース討議
4競争構造の理解（1）【ライフサイクル】【競争のダイナミクス】
5競争構造の理解（2）ケース討議
6顧客の理解（1）【消費者行動】【マーケティング・リサーチ】
7顧客の理解（2）ケース討議
8ブランド（1）【ブランドエクイティ】【ブランディング】
9ブランド（2）ケース討議
10顧客との関係（1）【リレーションシップ・マーケティング】【価値共創】
11顧客との関係（2）ケース討議
12サービス・マーケティング（1）【サービスプロフィットチェーン】【インターナルマーケティング】
13サービス・マーケティング（2）ケース討議
14近時のトピック【ウェブマーケティング】【社会的責任のマネジメント】
15　まとめ

（なお、受講生の興味・関心、理解度に応じて変更する可能性があります。
また、ゲストスピーカーのスケジュールによっても変更される可能性があります。
詳細は第1回の授業に説明します。）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言など貢献度（20%）、事前・事後に出される小レポート（30%）、期末レポート（50%）で評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にケースを読み込んでもらった上で、小レポートを提出してもらいます。
また、授業中に説明した理論やフレームワークを用いた簡単なワークを事後的に提出してもらう可能性があります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

マーケティング、経営戦略、イノベーション戦略など関連する授業を履修済みあるいは並行受講することが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

マーケティング戦略に関するトピックは身近なところにあふれています。常にアンテナを張って情報収集しましょう。
授業中はエクササイズやディスカッションポイントの提示、ケースメソッドなど双方向性を大切にしたいと思いますので、積極的に発言してく
ださい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

マネジリアル・マーケティング、ブランド、リレーションシップ
キーワード　/Keywords

581 /



パブリック・マネジメント 【昼】
アドバンスト科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

社会課題を解決するための公共サービスのあり方については、その主な担い手が国や自治体から民間の営利・非営利法人や地域コミュニティへ
とシフトしており、「政府・行政＝公」、「官民連携あるいは民主導＝公共」という理解が広がりつつあります。伝統的な「行政管理」または
公的部門に民間の経営手法を導入する「公経営」から、官民が対等の立場で、あるいは民主導によって社会課題の解決を事業化しようとする「
公共経営（パブリック・マネジメント）」への変革が行われてきたわけです。
歴史的に見ると、1970年代～80年代においては米国のレーガノミクス、英国のサッチャリズムによってNPM（New Public Management：新しい
公共経営）と呼ばれる取り組みがなされるとともに、わが国においては1980年代からの規制改革や公益法人改革などによって市場原理の導入が
進められました。
今後はこれまでのNPMの成果を踏まえて、ポストNPMの取組み、すなわち公共的なサービスの最終消費者でありステークホルダーとしての市民
や企業を主体とするNPG（New Public Governance：公共ガバナンス）が重要となります。また、そこでは公共を支える公正や社会正義の概念
、さらには高度な職業倫理がこれまで以上に重視されるべきでしょう。
本講座では、これらの歴史的経緯と制度的内容、実践例などを紐解き、NPMやNPGを包含する概念としての公共経営（パブリック・マネジメン
ト）における新しい方法論や事業構築を模索し、さらには今後の経済社会の枠組みを展望します。

ＤＰに基づく到達目標
《高度な専門知識・技能》
公共経営に関連する概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
問題を発見し、課題として設定するとともに、その解決に向けた制度やビジネスモデルを構想し、設計できる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
構想し、設計した制度やビジネスモデルを社会的正義や公正の概念と現実的なプロセスによって実践できる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回の授業において、資料を配布します

『公共経済学』小塩隆士　東洋経済新報社
『ソーシャル・キャピタル入門』稲葉陽二　中公新書
『自治体職員かく生きる』自治体活性化研究会編著　生活福祉研究機構
『非営利組織の経営』P.F.ドラッカー　ダイヤモンド社
『公共哲学』マイケル・サンデル　ちくま学芸文庫

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

582 /



パブリック・マネジメント 【昼】
アドバンスト科目

① 公共経営総論（１）　　　　【公共とは何か、歴史、公共セクターの役割や特性】
② 公共経営総論（２）　　　　【信頼、職業倫理、ソーシャルキャピタルの概念、ガバナンス】
③ グループ討議①　   　　       【学生による討議と発表】
④ 公共経営総論（３）　　　　【NPMとNPG】
⑤ 公共経営総論（４）　　　　【財政と公共ガバナンス】
⑥ 公益事業とその担い手（１）【公益事業とその経営組織（営利・非営利）】
⑦ 公益事業とその担い手（２）【公益法人やNPOとその事業構築、活動資金】
⑧ 公益事業とその担い手（３）【ゲストスピーカー：社会福祉法人理事長】
⑨ グループ討議②   　　　　　【学生による討議と発表】
⑩ 公共サービスの改革（１）　【官民連携とガバナンス】
⑪ 公共サービスの改革（２）　【公共法人等の多様化とガバナンス】
⑫ 公共サービスの改革（３）　【ゲストスピーカー：NPO法人幹部職員】
⑬ グループ討議③　　　　　   【学生による討議と発表】
⑭ まとめ（１）　　　　　　　【小論文の提出とプレゼンテーション】
⑮ まとめ（２）　　　　　　　【小論文の提出とプレゼンテーション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への態度、姿勢、貢献度・・・２５％、期末小論文の提出とプレゼンテーション・・・７５％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の資料については、MOODLEにアップしますので、一読して授業に臨んでください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞を読むことを習慣とし、社会経済のトピックに関心を持って下さい。
履修上の注意　/Remarks

授業においては、適宜、質問や自発的な意見発表が行われることを歓迎します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公と公共、公正と社会正義、ソーシャルキャピタル、私益・共益・公益、自助・互助・共助・公助、NPMとNPG、規制改革、官民パートナーシ
ップ

キーワード　/Keywords

582 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

583 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

583 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

584 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

584 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

585 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

585 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

586 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

586 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
岡林　千夫 / Kazuo Okabayashi / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

587 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

587 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

ＭＢＡオリエンテーションでは、ＭＢＡで学ぶことの意義や研究における倫理について理解し、各種の研究方法を学び、討議とコミュニケーシ
ョンを深めることを第一義とする。
具体的には、専任教員等の指導のもとでのディスカッションを実施した後、グループによる講読、グループによるフレームワークを活用した企
業・業界等の分析を行う。そのうえで、グループ単位での報告会を実施する。したがって、学生はリーダーシップを発揮して主体的に議論を展
開することが求められる。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を理解し、実践の場で活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
フレームワーク等を活用し、現場の問題解決策を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下、目安となる基本的な授業内容と枠組みである。
① 　　研究倫理と学び方
② 　　マインドセット～MBAで学ぶとは～
③～⑦ 専任教員等の指導のもとでのグループによる講読
⑧　　 グループによる講読に対する成果報告会
⑨～⑭ 専任教員の指導のもとでのグループによるフレームワークを活用した企業・業界分析
　　　　【フレームワーク：３C、４P、５フォース、SWOT分析】
⑮ 　　グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループによる講読での貢献度および報告会でのパフォーマンス（50%）
グループによるフレームワークを活用した企業・業界分析の貢献度および報告会でのパフォーマンス（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

588 /



グループ・ディスカッションⅠ 【昼】
プロジェクト研究科目

必読資料は事前に配布する。また、講読の対象書籍は事前に指示する。よって、履修者は適宜、予習を心がけること。また、グループによる講
読やフレームワークを活用した企業・業界分析では担当教員から課題が与えられるので、指示に従って学習をすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文献講読、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション、フレームワーク、読解力
キーワード　/Keywords

588 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

589 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords

589 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
岡林　千夫 / Kazuo Okabayashi / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

5810 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords

5810 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

5811 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords

5811 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
舞田　靖子 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

5812 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords

5812 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

5813 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords

5813 /



グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
幕　亮二 / Ryoji Maku / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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グループ・ディスカッションⅡ 【昼】
プロジェクト研究科目

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords
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経営戦略 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

本講義では、経営戦略の基本的な考え方と思考法について、できるだけ自分で使えるようになることを目指した講義と議論を行います。
それらの考え方や思考法を用いてケースを考察することで実際の戦略分析・策定・実行に活用されているのかを学びます。
講義では、講義（レクチャー）、ケースディスカッション、個人レポートの3点を組み合わせて進められます。

(到達目標)
【高度な専門知識・技能】
経営戦略に関する基本的な考え方について理解する
【高い問題解決能力と表現力】
自社を取り巻く環境について分析し、課題を抽出した上で、それに対する打ち手を構想できる
【高い倫理観に基づいた自律的行動】
社会の中で企業の求められる役割を理解し、戦略として構想し実行するまでの一連のプロセスを策定できる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に，指定せず，適宜資料を配布する．
（なお，ケースを用いる場合，そのケース代金（1冊千数百円）が追加的に必要になる場合があるので注意されたい）

嶋口充輝・内田和成・黒岩健一郎『1からの戦略論　第2版』碩学舎
奥村昭博『経営戦略』日経文庫
石井淳蔵・奥村昭博・加護野忠男・野中郁次郎『経営戦略論（新版）』有斐閣
大滝精一・金井一賴・山田英夫・岩田智『経営戦略：論理性・創造性と社会性の追求』有斐閣

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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経営戦略 【夜】
ベーシック科目

1オリエンテーション【戦略とは何か？】
2業界の構造【Five-Forces分析】【価値相関図】
3業界の構造（ケース討議）
4経営資源分析【VRIO分析】【バリューチェーン分析】
5経営資源分析（ケース討議）
6ビジネスモデル【顧客価値】【競争優位】
7ビジネスモデル（ケース討議）
8多角化・垂直統合【多角化の類型】【PPM】【シナジー】【取引コスト】
9多角化・垂直統合（ケース討議）
10イノベーション戦略【両利きの経営】【ダイナミックケイパビリティ】【イノベーターのジレンマ】
11イノベーション戦略（ケース討議）
12グローバル戦略【グローバル統合】【ローカル適応】
13グローバル戦略（ケース討議）
14戦略の社会的側面【CSR】【CSV】
15全体のまとめ

なお，授業の内容は，進捗状況や受講生の興味等に応じて，変更する可能性がある

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発言など授業への寄与度30％、小レポート30％、期末レポート40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にリーディングを読み込んだ上で，戦略分析に関する小レポートなどを提出してもらう。
また、事後的にもリーディングに関する分析レポートを課すこともある。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経営に関する知識があることが好ましいが，前提とはしない．
予習や復習には，かなりの時間が必要となる．
詳細は初回の講義にアナウンスする．

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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マーケティング 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

本講義は，コトラーやドラッカー等の提唱するマーケティングの基本理論の理解を目指します。マーケティングは販売活動に留まるものではな
く，需要者の欲求を満たす価値を供給者が提供し，需要者はそれに対して対価を払うことを意味するものです。

DPに基づく到達目標
《高度な専門知識・技能》
マーケティングに関連する概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
問題を発見し，課題として設定するとともに，その解決に向けたマーケティングモデルを構想し，設計できる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
構想し，設計したマーケティングモデルを社会的正義や公正の概念と現実的なプロセスによって実践できる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義ごとに資料を配布

・フィリップ・コトラー，ケビン・レーンケラー『コトラー&ケラーのマーケティング・マネジメント 第12版』丸善出版　2014年　￥9350
・石井淳蔵, 栗木契, 嶋口充輝, 余田拓郎（著）『ゼミナール マーケティング入門 第2版』日本経済新聞出版社　2013年　￥3520
・石井淳蔵，廣田章光（編著）『1からのマーケティング』中央経済社　2019年　￥2640
他にも，講義内で適宜紹介

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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マーケティング 【夜】
ベーシック科目

①マーケティングとは1：ガイダンスと授業の概観
②市場分析１：市場とは何か，BtoBとBtoC，5Ｆ，3C，PEST分析，PPM，SWOT分析，マーケティング戦略
③市場分析２：グループワーク1
④マーケティングの基本要素１：STP，4P，マーケティングミックス，顧客にとっての価値
⑤マーケティングの基本要素２：グループワーク2
⑥製品戦略1：製品とは，製品多様化戦略，プロダクトライフサイクル，新商品開発プロセス，グローバル視点
⑦製品戦略2：ブランドの基本要素と機能，ブランド・エクイティ
⑧価格戦略1：価格戦略，価格設定（コスト志向型，需要志向型，競争志向型）
⑨価格戦略2：新製品の価格戦略，価格センシティビティ，価格弾力性
⑩創造的思考とイノベーション１：破壊的イノベーション，イノベーションのジレンマ，創造性とは，パラダイムとブレイクスルー
⑪創造的思考とイノベーション２：グループワーク３
⑫流通戦略1：流通チャネル政策，VMS，サプライチェーン，チャネルシフト，オムニチャネル
⑬流通戦略2：立地要因，商圏要因，出店戦略
⑭広報戦略：広告モデル（AIDA～DECAX），広告の認知プロセス，Web広告，販売促進，パブリシティ，人的販売，ダイレクトマーケティング
，口コミ，広告倫理
⑮マーケティングとは２：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義内小レポート（８回）‥70％
グループワーク成果‥30％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業後には，必ず授業の復習をおこなってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

ドラッカーの言うように「マーケティングが目指すものとして，顧客を理解し，顧客に製品とサービスを合わせ，おのずから売れるようにする
」ためにも，必ずしも効用を最大化するような合理的な判断を行わない人間の心理にも注目していきたいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

マーケティング
キーワード　/Keywords
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ファイナンス 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

企業経営や地域リーダーに必要なファイナンスの知識と分析能力を修得する。具体的には、①～⑤では、ファイナンスとは何かを学び、組織の
目標とガバナンスや、ファイナンシャル・プランニングについて学ぶ。⑥～⑪では、現在価値分析を理解し、ファイナンスの意思決定について
学ぶ。⑫～⑮では、企業の資金調達と資本構成について学ぶ。

DPに基づく到達目標
《高度な専門的知識・技能》
ファイナンスの知識を身につけ、ファイナンシャル・プランニングができるようになる。
《高い問題解決能力と表現力》
企業の資金調達と資本構成についての理論を理解し、分析できるようになる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
ファイナンス理論を理解し、企業や家計についてのファイナンスの意思決定ができるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ブリーリー＆マイヤーズ＆アレン著、藤井眞理子・国枝繁樹（監訳）（2014）『コーポレート・ファイナンス（第10版）　上』、『同　下』日
経BP社

〇ボディ＆マートン＆クリートン著、大前恵一朗訳、（2011）『現代ファイナンス論　原著第2版』ピアソン
〇砂川＆川北＆杉浦著（2008）『日本企業のコーポレートファイナンス』日本経済新聞出版社
〇砂川＆川北＆杉浦＆佐藤著（2013）『経営戦略とコーポレートファイナンス』日本経済新聞出版社
〇中島真志（2015）『入門　企業金融論』東洋経済新報社
〇三井住友信託銀行マーケット事業（2020）『第7版　投資家のための金融マーケット予測ハンドブック』NHK出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ファイナンス 【夜】
ベーシック科目

①企業の目標とガバナンス（１）イントロダクション
　【ファイナンスの定義】【投資判断】【資金調達に関する決定】【株式会社】
②企業の目標とガバナンス（２）財務担当者の役割と資本の機会費用
　【金融システム】【資金循環】【金融仲介の機能】【投資のトレードオフ】
③企業の目標とガバナンス（３）株式会社の目標
　【価値の最大化】【経営者】【株主】【利害関係者】【エージェンシー問題】【コーポレート・ガバナンス】
④ファイナンシャル・プランニング（１）
　【ファイナンシャル・プランニングのプロセス】【ファイナンシャル・プランニング・モデルの設計】
⑤ファイナンシャル・プランニング（２）
　【成長と外部資金調達の必要性】【運転資本管理】【流動性と現金計画】
⑥現在価値の計算方法（１）
【将来価値】【現在価値】【収益率】【資本の機会費用】【ＮＰＶ】【ＩＲＲ】
⑦現在価値の計算方法（２）
【永久債】【成長型永久債】
⑧純現在価値とその他の投資基準
【ＮＰＶルール】【ＩＲＲルール】【投資回収ルール】【相互に排他的なプロジェクト】
⑨リスクと資本コスト
【ＷＡＣＣ（ワック）】【ＣＡＰＭ（キャップエム）】【株主資本コスト】【ベータ】
⑩プロジェクト分析（１）
【感応度分析】【シナリオ分析】【損益分岐点分析】【営業レバレッジ】
⑪プロジェクト分析（２）ケース
⑫企業の資金調達の概要
【内部資金】【株式】【負債】【金融市場】【金融機関】
⑬企業はどれだけ借り入れるべきか
【支払利子の節税効果】【財務上の困難】【トレードオフ理論】【ペッキング・オーダー理論】【行動ファイナンス】
⑭企業の資金調達と資本構成：ケース
⑮まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

クラスへの貢献度　３０パーセント
課題の提出　　　　７０パーセント
※学生が授業に出席することは前提のため、欠席はマイナス評価となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

日本経済新聞を購読して、ファイナンスの知識を活かし、自分の考えを持って読んでください。
課題をすらすら解けるようになるまで復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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知識マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
永田　晃也 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

　資本ストックや労働などの生産投入要素の拡大による成長が限界に達した現在、我々は、知識が最も重要な資源となる「知識社会」の到来に
直面している。これに伴い、近年の組織論の研究領域では、知識を情報処理システムとして見る伝統的なパラダイムを超えて、知識を創造する
主体として組織を捉える新たな理論が提唱された。また、個人の知識を組織的に共有・活用しながら知識を創造する手法の体系化を指向する「
ナレッジ・マネジメント」が、急速に普及した。
　本講義は、これらの理論と経営手法を包括的に修得し、経営資源としての知識の創造、活用および蓄積に関する戦略的な指針を得ることを目
的とする。

DPに基づく到達目標
《高度な専門知識・技能》
SECIモデル、知識資産などの理論・基礎概念を説明することができる。
《高い問題解決能力と表現力》
SECIモデル等をフレームワークとして組織的知識創造に係る課題を分析し、解決策を導出することができる。
《高い倫理観に基づいた自立的行動力》
課題解決に向けナレッジ・リーダーとして行動し、組織メンバー、ビジネスパートナー、顧客との関係を構築できる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業期間中に配布する。

・野中郁次郎・竹内弘高（梅本勝博訳）『知識創造企業』東洋経済新報社、1996年
・野中郁次郎・泉田裕彦・永田晃也編著『知識国家論序説』東洋経済新報社、2003年
・杉山公造・永田晃也・下嶋篤・梅本勝博・橋本敬編著『ナレッジサイエンス（改訂増補版）』近代科学社、2008年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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知識マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

①序論：経営資源としての知識
②組織的知識創造の理論(1)「情報処理」から「知識創造」へ
③組織的知識創造の理論(2)リーダーシップと知識創造のイネーブラー
④知識創造プロセスの検証(1)技術的イノベーションにおける知識創造
⑤知識創造プロセスの検証(2)パブリックセクターにおける知識創造
⑥ナレッジ・マネジメントの方法(1)ナレッジ・マネジメントの導入
⑦ナレッジ・マネジメントの方法(2)知識移転と知識共有
⑧ナレッジ・マネジメントの方法(3)発想支援と情報技術の利用
⑨ナレッジ・マネジメントの方法(4)知識資産の概念と計測
⑩ケース討論(1)
⑪ケース討論(2)
⑫ケース討論(3)
⑬総合討論
⑭課題レポートのプレゼンテーションとディスカッション
⑮課題レポートのプレゼンテーションとディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートとプレゼンテーション40%、ケース分析シート30%、ディスカッションへの貢献度30%
なお、４回以上の欠席は不可とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

配付資料は熟読して講義に臨むこと。ケース討論に用いる資料は、分析シートとともに事前配付するので、資料の内容をよく理解した上で、分
析シートに所要事項を記入して授業当日までに提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修条件は特になし。
履修上の注意　/Remarks

見えざる資産である知識の所在を洞察するための視点と、新たな知の創造を担うリーダーシップを身に付けていただくことが本科目の狙いです
。皆さんの積極的な参加を期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

知識創造、ナレッジマネジメント、SECIモデル、ソーシャル・キャピタル
キーワード　/Keywords
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国際ビジネス・スキル 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

International Business Skill offers students the opportunity to develop the skills necessary to make successful business presentations in an
international environment. While the emphasis will be on technique, a strong focus on enhancing English-language skills will be maintained
throughout. It is hoped that this course will enable students to make professional, persuasive, and entertaining business presentations which
feature the use of accurate and appropriate English.

到達目標
【高度な専門的知識・技能】
　国際ビジネスコミュニケーション・ビジネスプレゼンテーションに関する高度な知識を修得している。
【高い問題解決能力と表現力】
　国際ビジネスコミュニケーション・ビジネスプレゼンテーションに関する資料を適切に分析して問題を解決できる。
【高い倫理観に基づいた自律的行動力】
　国際ビジネスコミュニケーション・ビジネスプレゼンテーションに関する課題を自律的かつ主体的に解決できる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Marion Grussendorf, Express Series: English for Presentations: (Oxford: Oxford University Press 2007)

Rabb, Margaret Y., The Presentation Design Book : Tips, Techniques and Advice for Creating Shows and More
(Chapel Hill, NC : Ventana Press, 1993)   図書館 書庫 ４F (600-700), 674.6/R11

Zelazny, Gene, Say It With Charts : The Executive's Guide to Visual Communication
(New York : McGraw-Hill, 2001)   図書館 書庫 ４F (300), 336/Z2

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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国際ビジネス・スキル 【夜】
アドバンスト科目

1回 Introduction
2回 Opening a presentation / Structuring a presentation
3回 Organizational details / Getting the audience’s attention
4回 Signposting / Talking about difficult issues
5回 Referring to other points / Adding ideas
6回 Introducing visuals / Saying numbers / The rule of six
7回 Emphasizing important points / Making contrasts and describing results
8回 Talking about visuals
9回 Talking about trends
10回 Student presentations 1
11回 Summarizing the main points / Making recommendations
12回 Phrases for effective conclusions / Using your voice effectively
13回 Dealing with questions and interruptions
14回 Student presentations 2
15回 Review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Successful completion of homework assignments and presentations - 100%.
成績評価の方法　/Assessment Method

So as to encourage language acquisition and involvement in discussion, reading through class content prior to each class is recommended.
Rereading class content after each class is also advised.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ロジスティックス 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
幕　亮二 / Ryoji Maku / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

　財・サービスを求める需要者に供給（サプライ）するには、生産資源（原材料・労働力）を無駄なく効率的に活用するとともに、適正な需要
予測に基づく生産管理により、在庫・欠品や不稼働時間等、非生産的な要素を最小化することが重要です。サプライチェーン（供給活動の連鎖
）を適切にマネジメント（管理）することで、企業の生産性向上に役立てようとする、サプライチェーン・マネジメントという概念や取り組み
は、我が国ではバブル崩壊以降、あらゆる業種でキャッシュフロー経営が重視されるようになった頃、一時期ブームとなっていましたが、昨今
国際物流網の形成やＩｏＴ等情報化の進展、災害や労働争議等による円滑な物流ネットワークにおける迂回や遅延網等、考慮せねばならない環
境や条件が多岐に渡るとともにその変化の速度が急となっており、改めてグローバルなサプライチェーン・マネジメントの重要性が再認識され
ています。
　本講は、サプライチェーン・マネジメントの基礎的な理論から、今日における深化・高度化の過程を理解するともに、実際の様々な産業分野
での商流・物流における活用から、社会全体のサプライチェーン・マネジメントを目指すスマート物流まで、ディスカッションを通じ学びます
。

DPに基づく到達目標
《高度な専門的知識・技能》
サプライチェーン・マネジメントの概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
サプライチェーンの課題を理解し、サプライチェーン・マネジメントの今後の方向性について、自ら問題意識持ちディスカッションできる表現
力を身に付ける。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
環境経営等社会全体に係るサプライチェーン・マネジメントの取り組みを理解し、今後の自身の活動に活かすことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
次回講義資料とディスカッション・テーマに関する参考書・URLを、授業各回終了後にMoodleにアップします。

「ザ・ゴール」エリヤフ・ゴールドラット著,ダイヤモンド社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ロジスティックス 【夜】
アドバンスト科目

①ガイダンス（講義の全体構成・進め方の説明）
本講義の全体構成と評価方法について説明します。
②ＳＣＭの定義と内容
サプライチェーンとサプライチェーン・マネジメントの定義・目的について概観します。
【スループット】【バリューチェーン】
③産時期と在庫ポイント
産時期及び在庫ポイントの種類と内容と、その最適化法について学びます。
【制約理論】【バッファー】【ＤＢＲ】
④物流ネットワーク
サプライチェーンにおける物流業の役割、ＳＣＭにおける物流ネットワーク・物流施設の地計画について学びます。
【グローバルロジスティクス】【物流センター】【フォワーダー】
⑤流通チャネル
取引の流れ（商流）におけるリスク分担と、自社優位を目標とするチャネルキャプテンが目指すべき全体最適化の方法について学びます。
【チャネルキャプテン】【閉鎖型・開放型】【オムニチャネル】
⑥調達・産・販売の計画
サプライチェーン・マネジメントの基盤である需要予測と在庫計画・管理について、予測におけるバイアスと留意点を中心に学びます。
【需要予測】【バイアス】【ヒューリスティクス】
⑦調達・産・販売の管理
調達・生産・販売管理の目的と方法について学びます。
【ナレッジマネジメント】【先染め・後染め】【ＳＰＡ】
⑧在庫・輸配送の計画
ＳＣＭにおける在庫及び輸配送管理の意義と内容について学びます。
【ジャスト・イン・タイム】【かんばん方式】
⑨在庫・輸配送の計画
ＳＣＭにおける在庫及び輸配送管理の方法と、その事業化について学びます。
【フォワーダー】【３ＰＬ・４ＰＬ】
⑩ＳＣＭと企業経営
ＳＣＭを重視した企業経営の取り組みについて学びます。
【スループット会計】【ＴＱＣ】
⑪ＳＣＭと情報システム
ＳＣＭにかんする情報システムについて、現在までの歴史と今後の方向性について学びます。
【ＥＲＰ】【ＩｏＴ】【ＡＩ】
⑫グローバルサプライチェーンの構築と課題
グローバル化がもたらすサプライチェーンの効率化と脆弱性について学びます。
【標準化】【シームレス化】
⑬リスクマネジメント
不測の事態が発生した場合に備える冗長性（リダンダンシー）の重要性と、これを含むサプライチェーン・マネジメントにおけるリスク対策の
考え方について学びます。
【リスク・危機管理】【ＢＣＰ】【復旧・防災ＳＣＭ】
⑭ＳＣＭと環境問題
静脈物流に関する情報管理の精度向上を背景とした、製品開発から廃品処理までの総合的なサプライチェーン・マネジメントの重要性について
学びます。
【３Ｒ】【トレーサビリティ】【グリーン・サプライ・チェーン】
⑮スマート物流
個社や企業グループの競争力向上のためのサプライチェーン・マネジメントから、社会全体の物流や人材活用の効率化を目指す、我が国の「ス
マート物流」の取り組みについて学びます。
【物流クライシス】【ロジスティクス4.0】【北九州市物流拠点構想】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中のディスカッションへの貢献度（50％）と、各ディスカッションに関するレポート（50％）をもとに、総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業各回終了後、次回講義のディスカッション・テーマに関して、参考書やURL等のリストを配布しますので、参照・予習して講義に参加して
ください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各回、前半を座学講義、後半は出席受講者全員によるディスカッションを、講師がファシリテーターになり行います。受講者の積極的な参加を
期待します。

履修上の注意　/Remarks

ディスカッションで大切な技術は、「聞く・聞き出す」力です。議論を通じて、相手だけでなく自分の意見や考え方を自問していく過程を楽し
みましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ロジスティックス 【夜】
アドバンスト科目

サプライチェーン・マネジメント　全体最適　ロジスティクス
キーワード　/Keywords
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問題解決スキル 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
齋藤　朗宏 / Akihiro SAITO / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

近年の，所謂情報化社会においては，情報を如何に読み解くかが重要なキーとなっています．特にデータ・数字の情報の読み取りには統計的な
知識・技術が欠かせません．また，自ら情報を発信するに際しても，データ・数字を統計的にどう扱うかは重要なテーマとなります．何故なら
，グローバリゼーションの進展がとどまることはなく，社会・文化的なバックグラウンドが異なる人同士でコンセンサスを取るには客観的なデ
ータが不可欠であるからです．

この授業では，データとは何か，データから何を見ることができるのかをまず学びます．その上で，課題となるデータにどのような処理を加え
ることで，どんな結論を導き出すのか，実際に各自で取り組み，発表を繰り返す形で学んでいきます．

この授業を通して，科学的・論理的な問題解決のために必要な，データを通した客観的な意思決定の能力を身につけてもらいたいと考えていま
す．

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
データサイエンスに関する基本的な理論を理解し，自らもデータを分析する基礎的な技術を身につけている．

＜高い問題解決能力と表現力＞
データサイエンスに関して高度な専門性を持つ相手と，データの分析や理解について，十分な意見交換が出来るようになる．

＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
データの分析や解釈において，やるべきこと，やってはならないことを理解し，実践できるようになる．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません．資料はすべてオンラインにて配布します．

竹内光悦他著，実践ワークショップExcel徹底活用 統計データ分析基礎編，秀和システム
〇山田剛史他著，Rによるやさしい統計学，オーム社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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問題解決スキル 【夜】
アドバンスト科目

　１回　オリエンテーション，事前テスト，グループ分け
　２回　事前テスト解説，Excel入門【データの読み取り】【グラフ】【Microsoft Excel】
　３回　グループワークI，要約統計量の算出【平均値】【分散】【標準偏差】
　４回　データ分析の基本I【統計的仮説検定】
　５回　データ分析の基本II，グループワークII 【回帰分析】【データからの知識抽出】
　６回　Rのインストールと使い方入門【R】
　７回　グループワークIII  データの再分析
　８回　様々な分析手法I【クラスター分析】【コレスポンデンス分析】
　９回　様々な分析手法II【コンジョイント分析】
１０回　グループワークIV
１１回　分析結果発表
１２回　班ごとの分析データ決定
１３回　分析方針の発表と必要な分析手法の説明
１４回　グループワークV
１５回　最終発表と講評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

最終レポート…50％　　　　　　普段の授業への参加度合い…50％
尚，欠席は減点の対象となります．また，第1回目の事前テストは成績と関係ありません．
6回以上欠席の場合と最終レポートを未提出の場合，成績評価の対象とならず評価不能(－)として扱います．

成績評価の方法　/Assessment Method

基本的にはグループワークとなり，毎週次の週の報告のための準備が必要になります．
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

PCを用いてデータを実際に分析することが中心となる授業です．そのため，原則としてノートPCを持参するようにしてください．OneDriveを
用いて資料配付等行いますので，授業の前にログインできるか確認しておいてください．

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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チーム・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
池田　浩 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

この授業では、チームを構成するメンバーが、活動を通して相互作用する過程でチームに備わってくる（創発されてくる）特性としてチームワ
ークやチーム・シナジーを理解する。そして、優れたチームを形成するために必要とされるチーム・リーダーシップとして、チームレベルとし
て発生する共有型・分有型リーダーシップ、メンバーを下から支援するサーバント・リーダーシップを理解しながら、チームをより高品質なも
のとへと育み、強化するための働きかけを考える視点について論じていく。
　グループ･ダイナミックス、社会心理学、組織行動論を学術的論考の基盤としつつ、組織現場で発生している現実問題を題材として取り上げな
がら、いかなるマネジメントが効果的であるのかを、マイクロレベル（＝個人の心理プロセスや行動特性）と、それらが相互作用することでで
きあがり、また変容していくマクロレベル（チーム･パフォーマンス、チーム規範、チームワーク等）の相互作用ダイナミズムに注目しながら、
講義を進めていく。具体的に取り上げるトピックは、次のような構成を考えている。

　１．チーム・マネジメントに関する研究と実践の歴史
　２．チームとは何か
　３．チーム・モチベーション
　４．チームワークとは何か
　５．チームにおける問題解決
　６．チーム･リーダーシップ
　７．サーバント・リーダーシップ
　８．メンバーのフォロワーシップ

DPに基づく到達目標
≪高度な専門的知識・技能≫
チームとそれを導くマネジメントに関する概念や用語を理解できる。
≪高い問題解決能力と表現力≫
チーム（それに準ずる職場集団）が機能する上での課題を認識し，それを解決するための糸口を導くことができる。
≪高い倫理観に基づいた自律的行動力≫
リーダーとしてメンバーの自律性を促すために彼らを支援すると同時に，メンバーとしても自らが主体となりリーダーやチームに尽力すること
ができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
池田浩『モチベーションに火をつける 働き方の心理学』日本法令　2021年　￥1760
その他，必要な資料は、各授業において配付する。

「チームワークの心理学－よりよい集団づくりをめざして－」山口裕幸(著)サイエンス社
「チームが機能するとはどういうことか」 Amy C. Edmondson (著), 野津 智子 (翻訳)　英治出版
「サーバント・リーダーシップ」ロバート・グリーンリーフ（著）金井壽宏（監修）・金井真弓（訳）英知出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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チーム・マネジメント 【夜】
アドバンスト科目

この授業は、集中講義形式での開講を予定しており、第1日（金･2コマ）+第2日（土・6コマ）＋第3日（金・2コマ）+第4日（土･5コマ）で構成
を考えている。また、講義を基盤とするが、課題を準備して、自らの意見を考えたり、受講生どうしで議論したりする、演習形式も適宜、取り
入れる。

＜1日目：2コマ（講義を中心に進めます）＞
① チーム・マネジメントに関する研究と実践の歴史【機械組織観、ホーソン研究、オープン組織】
②チームとは何か【チームの特性、類型、規範、硬直化現象】
＜2日目：6コマ（講義とグループワーク）＞
③チーム・モチベーション（１）【ワークモチベーション、プロセスロス、プロセスゲイン、腐ったリンゴ効果】
④チーム・モチベーション（２）（映像資料の視聴とそれに基づく討論）【モチベーション伝染，感謝】
⑤チームワークとは何か（１）【チームワークに関するグループワーク】
⑥チームワークとは何か（２）【相互調整、相互支援、共有メンタルモデル、トランザクショナル・メモリー】
⑦チームにおける問題解決（１）【ダイバーシティ、フォルトライン（断層），インクルーシブ（包摂生）】
⑧チームにおける問題解決（２）【チームにおける創造性、集団意思決定，心理的安全性】
　＜3日目：2コマ（講義を中心に進めます）＞
⑨チーム・リーダーシップとは何か【信頼、影響力、共有型リーダーシップ、分有型リーダーシップ】
⑩効果的なチーム・リーダーシップ【2要因論、コンティンジェンシー・アプローチ】
＜4日目：5コマ（講義と演習）＞
⑪チームメンバーを下から支えるサーバント・リーダーシップ【奉仕、支援、自己犠牲】
⑫チームメンバーを下から支えるサーバント・リーダーシップ（課題を用いた演習）
⑬モチベーションを鼓舞するリーダーシップ【モチベーション・マネジメント、コーチング】
⑭チームメンバーのフォロワーシップ【フォロワーシップ、積極的関与、独自の考え方】
⑮優れたチームを作るために（総括）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業の途中で課される課題への解答の精度（２５％）、課題や議論への参加態度（２５％）、期末レポート（５０％）を総合して成績を評価す
る。

成績評価の方法　/Assessment Method

（１）授業開始前までに、あらかじめ授業計画に記載してある各回のキーワードについて、その概念を調べたうえで、出席するようにしてくだ
さい。
（２）授業終了後、疑問の残っている点をノートに書き出したうえで、次の日の授業に出席してください。その疑問について授業の中で発表し
ていただき、議論します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中講義で開講しますので、１コマだけ休むということが難しい授業です。全コマ出席できることをあらかじめ良く確認して履修するようにし
てください。

履修上の注意　/Remarks

組織の職場において、どうすれば人は自律的なモチベーションをもって仕事に取り組むことができるか、相互に高質な協力連携をすることがで
きるか、また管理者の立場に立ってそれらをどのようなマネジメントによって引き出すことができるかを理論的根拠とともにそれを支持する実
証的な知見（データ）を添えながら講義を行います。それに加えて、受講者の皆様のご発言を頂きながら、理論と実践とを結びつけていきます
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

チーム、チームワーク、チーム・モチベーション、チーム・マネジメント
キーワード　/Keywords
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国際経営 【夜】
アドバンスト科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

国際経営（経営のグローバル化）に関する広い視野と深い洞察力、特に企業の国際事業戦略に関する専門知識、ノウハウの取得と思考力の強化
を目的とする。講義内容は大きく３部構成とする。第１部では国際経営の基礎概念、代表的な学説を概説した上、関係統計を通じて経営国際化
進展の全体像を掴む。第２部では、経営国際化に関わる戦略的な側面を中心に学ぶ。第３部ではケーススタディを行い、討論を通じて全体内容
に対する理解を深めていく。
自ら開発したケース教材を使用すると共に、国際ビジネスの現場経験を有する経営者または専門家をゲストに迎える予定。受講生のバックグラ
ウンドとニーズに大きなばらつきがあることに鑑み、初講義時にアンケートによる確認を行った上、３〜４人単位のグループ分けを行う。

到達目標：
知識・理解　国際経営、国際ビジネスに関する基礎的な、高度な専門知識を学習し、特に複雑なグローバル経営環
　　　　　　境に関わる戦略的な判断の重要性に関する理解力を修得できる。
分析解決技能　グローバル的視野を持ち、異文化異制度の下で発生する特殊な課題への適切な対応力を身に付け、
　　　　　　独自の視点を持つことができる。
倫理観・協調性　グローバル化に伴う事業展開のしやすさとともに、進出先の主権尊重やパートナー企業との相互
　　　　　　理解によるwin-win関係の構築・協調姿勢の修得を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布予定

浅川和宏著『グローバル経営入門』日本経済新聞出版社
江夏健一ほか編『国際ビジネス理論』（シリーズ国際ビジネス２）中央経済社
吉原英樹編著　『国際経営論への招待』　ミネルブア書房
経済産業省編　『通商白書』　(各年版)
JETRO編　『世界貿易投資白書』　(各年版)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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国際経営 【夜】
アドバンスト科目

第１回    イントロダクション：講義の狙い、内容構成と進め方の説明
第２回  「経営国際化」、「多国籍企業」とは【企業の国籍】
第３回    多国籍企業の誕生、発展段階【株式会社誕生起源説】【4類型化】
第４回    企業の多国籍化の誘因【貿易摩擦回避型】【原価削減型】【PLC説】【資本余剰説】
第５回    基本統計の解読【国際収支ベース】【対外・対内直接投資】【グローバル企業ランキング】
第６回　多国籍企業の所有戦略【持ち分型】【非持ち分型】【技術供与契約方式】
第７回    渉外租税規制強化の動向【実効法人税率】【OECDの勧告】
第８回    多国籍企業の租税戦略 【RHQ】【タックスへイブン】【移転価格】
第９回　ケーススタディⅠ：パナマファイル
第10回　グループ討議
第11回    日系企業経営現地化の課題と挑戦【意思決定権限】【人事】【技術・ノウハウの移転】
第12回　ケーススタディⅡ：ホンハイによるシャープ買収【EMS】、【M&A】
第13回　新型コロナの影響下のグローバル・サプライチェーンの再編
第14回　グループ討議
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　50％
討論への貢献度　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

＊数回必読資料を配布予定
＊学習支援フォルダーにレジメや参考資料を掲載する予定で、事前学習をしておくこと
＊討議後に数回課題レポートを課す予定で、課題ごとにグループ討議を行う。自らの問題意識を明確に磨くために課題と討議の機会を積極的に
活用すること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

紹介資料、配布資料を熟読すること
課題提出期限を厳守すること

履修上の注意　/Remarks

講義中にいつでも自由に質疑・発言する心掛けを！
自分の個性・強みをフルに出して頂きたい！
本講義を受講した上での夏期集中講義「海外研修」への参加をお勧めします

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ベンチャー・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
八木田　一世 / マネジメント研究科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

新型コロナの影響もあり、社会にありながらも個として生きることにスポットが当たっています。バズワード的にメディアに登場することも増
えている「アントレプレナーシップ」ですが、それは「会社をはじめること」「スタートアップ企業としてIT方面で活躍すること」とだけを意
味してはいません。特に北九州市では組織の中にいながら、社会変革に対するマインドセットをもつ「イントラプレナーシップ」も大切な要素
です。本講義では起業はもちろんのこと、自分らしい人生の指針をもって、同じ志をもつ仲間達と共にアイデア×戦略を武器に、よりよい社会の
実現に向けて取り組むためのスキルを学びます。講義はアイデアメイキング、プレゼンテーション、チームメイキング、ブランディングといっ
た内容をディスカッションやワークショップ中心に進めることで、自分らしいキャリア設計を策定することをゴールとしています。

到達目標
【高度な専門知識・技能】
アントレプレナーシップの定義・概念を理解し、行動のベースとなる基本となる考え方を理解する

【高い問題解決能力と表現力】
自分らしい仕事で社会に変化を起こすためのアイデアを思いつき、それを行動に移すために言語化・企画化するための筋道を構想できる

【高い倫理観に基づいた自律的行動】
目標を定め、ビジョンをもって協同できる仲間を集め、的確にリスク管理をおこなった上で戦略的な挑戦行動をおこせるようになる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用せず、授業毎にレジュメを配布します。

ジェームス・W・ヤング『アイデアのつくりかた』CCCメディアハウス 1988年 880円
山川恭弘『全米ナンバーワンビジネススクールで教える起業家の思考と実践術』東洋経済新聞社 2020年 2,640円

その他の文献については、講義のなかで紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ベンチャー・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

①アントレプレナーシップの定義／歴史／現状

②アントレプレナーの生態系と事例紹介
③アイディア着想のための思考法

④エフェクチュエーションとコーゼーション
⑤アート思考の理解と実践

⑥ローンチプレゼンテーション（個人発表）#1
⑦ローンチプレゼンテーション（個人発表）#2

⑧チームビルディングとビジョン構築
⑨デザイン思考の理解と実践

⑩ロジカル思考の理解と実践
⑪ビジネス手法から考えるアントレプレナーシップの実践

⑫ローンチプレゼンテーション（チーム発表）#1
⑬ローンチプレゼンテーション（チーム発表）#2

⑭アントレプレナーシップとブランディング#1
⑮アントレプレナーシップとブランディング#2

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への貢献度（発言回数や前向きなコミュニケーション姿勢）40％、課題提出30％、個人でのローンチ発表10％、チームでのローンチ発表
20％

成績評価の方法　/Assessment Method

必要に応じて課題を出しますが、暗記することよりも理解することを重視するので、事後学習として授業内で紹介する書籍や映像資料などを積
極的に活用して欲しいです。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

エクセル、ワード、パワーポイント、キーノートなどを使った資料作成が出来ること。必要な方はタブレットやPC、スマートフォン（ネット検
索のための）を持参して下さい。分野が多岐にわたるため、受講生の関心度合いに応じて内容を変更することがあります。

履修上の注意　/Remarks

私は海外の大学でビジネス学び、20代で起業。現役で北九州市内を中心に、企業のブランディングプロデューサーとして仕事をしています。座
学で学ぶべき概念を抑えつつ、より実践的内容を心がけて受業を進めていきます。また、授業内における積極的な受講者の参加ならびに、クラ
スがチームとなるようなコミュニケーションも求めます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アントレプレナーシップ、イントラプレナーシップ、アイデアメイキング、ロジカルシンキング・クリエティカルシンキング・デザインシンキ
ング、デザイン思考・デザイン経営、マーケティング、プレゼンテーション、ブランディング

キーワード　/Keywords
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戦略的提携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
瀬戸　大樹 / SETO HIROKI / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

◆Ｍ＆Ａが増加している背景
2019年度に日本企業が関わったＭ＆Ａ件数が4088件と過去最高を記録しました。人口減少フェーズに入った日本では国内マーケット縮小を見越
して、大手企業は海外進出へ、中堅企業は国内の基盤強化を目的として、戦略的にＭ＆Ａを取り組む傾向が強く出ている（買い手の増加）のと
同時に、約400万社あるといわれている国内の企業のうち、後継者がまだ決まっていない企業は全体の約3分の2に、それを理由に休廃業を余儀な
くされている企業数は年間約3万社にそれぞれ増えており（売り手の増加）、近年それら課題を解決するためのＭ＆Ａが増えてきたという背景が
あります。

◆Ｍ＆Ａは全ての経営者が持つべき戦略ツール
Ｍ＆Ａはシンプルに言えば、会社を売買する行為ですが、会社を成長させるために買うＭ＆Ａと会社を次世代に繋げるために売るＭ＆Ａの両面
があり、どの経営者もその両面を十分理解したうえで経営をすることでよりダイナミックな経営判断、成長戦略をとることが可能になります。
理論は最低限おさえつつも、事例や実務面を多く学ぶことでリアルにＭ＆Ａを検討できるスキルを身につけてもらうことを主眼に授業を展開し
ていきたいと考えております。

◆Ｍ＆Ａの流れを理解し交渉実務に臨む
事業承継の検討→企業評価→マッチング→トップ面談→基本合意→買収監査→最終契約・資金決済→ＰＭＩ、といったＭ＆Ａ全体の流れを理解しそ
れぞれのステップにおいて留意すべき点を明らかにすることでＭ＆Ａ交渉実務をスムーズに展開できることが本授業の目的となっております。

◆講師
2011年よりＭ＆Ａ仲介専門業者にて主に中小企業のＭ＆Ａ支援業務を開始、これまで50件を超える支援実績をあげております。またＭ＆Ａに関
するセミナー等講演実績も30回を超えており金融機関、会計事務所等依頼元は多岐に亘り実践的でわかりやすい講義内容が好評を得ております
。

◆講義の進め方
授業の前半40分程度で講師が所見を述べた後、受講者はグループに分かれて自由討議を行います。その後は、グループにて議論して頂いた結果
発表と講師が解説並びに評価を行います。

◆DPに基づく到達目標
「高度な専門的知識・技能」
　M&A全体の流れを理解し、各ステップにおける専門知識を習得する
「高い問題解決能力と表現力」
　戦略的提携に関する理論・事例を理解することで、自らの組織のM&A戦略が立案できる
「高い倫理感に基づいた自律的行動力」
　M&Aの担当者として、実際の交渉実務をスムーズに展開することができる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を都度事前に準備します
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戦略的提携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

河合雅司「未来の年表　人口減少日本でこれから起きること」講談社現代新書
三戸政和「サラリーマンは３００万円で小さな会社を買いなさい」講談社＋α新書
久米雅彦「中小企業Ｍ＆Ａにおける財務デューデリジェンスのすべて」きんざい
熊谷秀幸「中小企業Ｍ＆Ａ実務必携」きんざい
デービッドアトキンソン「日本人の勝算　人口減少×高齢化×資本主義」東洋経済新報社
渡辺恒郎「業界メガ再編で変わる１０年後の日本」東洋経済新報社
竹林信幸「日本型PMIの方法論―中堅・中小企業を成長させるポストM&Aのプロセス」プレジデント社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①Ｍ＆Ａ概論～大企業と中小企業のＭ＆Ａの違い～
②事業承継概論～増え続ける後継者不在企業、大廃業時代に備える事業承継～
③成長戦略概論～増加傾向にある成長戦略型Ｍ＆Ａについて～
④マッチング、相乗効果の研究～Ｍ＆Ａによる相乗効果・組み合わせのパターンを理解する～
⑤Ｍ＆Ａの交渉の流れ～マッチング・トップ面談から基本合意、監査、最終契約の流れの理解～
⑥買収監査～会計、税務、法務、労務面から見た企業調査の概要～
⑦企業価値評価～企業の株価を決めるためのアプローチ法を学ぶ～
⑧株式譲渡契約の条項～Ｍ＆Ａに必要な契約書の内容、表明保証など各条項を理解する～
⑨株式譲渡以外のスキーム～企業結合の種類や具体的内容を理解する～
⑩ＰＭＩ～Ｍ＆Ａの成否を分ける買収後の融合実務～
⑪業種別Ｍ＆Ａⅰ～業界再編のケーススタディ
⑫業種別Ｍ＆Ａⅱ～隣接業種のケーススタディ
⑬経営者としての意思決定～買い手編～
⑭経営者としての意思決定～売り手編～
⑮講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

①日常の授業への取り組み50％
②レポート50％

成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行ってください
（必要な学習時間の目安は、予習60分・復習60分程度です）

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

①簿記の理解が前提となります
②財務分析・企業評価や戦略立案の演習を行いますので、ご自身が所属する企業の財務諸表（BS、PL、CS等）及び事業計画（中期経営計画等
あれば）をご準備ください
③発表はPPを利用頂きます。プレゼンの練習を兼ねますので、企業のIR資料等ビジュアルに訴求力のあるものをいくつかピックアップしておい
てください

履修上の注意　/Remarks

出来るだけ実践に近い講義内容にしますので、受講後すぐに使える場面を想定しながら講義に臨んでください
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Ｍ＆Ａ、事業承継、業界再編、成長戦略、株式価値評価
キーワード　/Keywords
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フィナンシャル・インベストメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

さまざまな金融商品のリスク・リターン特性、証券市場の価格決定メカニズムを学んだうえで、ポートフォリオの運営やデリバティブの活用法
などについて実例を交えながら学ぶ。具体的には、金融・証券市場、投資の基本概念、債券投資、株式投資、効率的市場と行動ファイナンス、
現代ポートフォリオ理論、デリバティブなどについて、実例を通して学び、自ら分析できるようにする。そして、分析手法をケース・スタディ
に応用して、実践的な分析力を養い、適切な経営判断ができるようにする。

DPに基づく到達目標
《高度な専門的知識・技能》
投資の概念を理解し、投資分析ができるようになる。
《高い問題解決能力と表現力》
ポートフォリオ理論を理解し、証券データを使って分析できるようになる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
デリバティブの仕組みと利用法を理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ブリーリー＆マイヤーズ＆アレン（著）藤井眞理子・国枝繁樹（監訳）(2014年)『コーポレート・ファイナンス（第10版）　上』、『同　下』
日経BP社

〇ボディ＆マートン＆クリートン （著）大前恵一朗（訳）(2011年)『現代ファイナンス論　原著第2版』ピアソン
〇三井住友信託銀行マーケット事業（2020）『第7版　投資家のための金融マーケット予測ハンドブック』NHK出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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フィナンシャル・インベストメント 【夜】
エグゼクティブ科目

① イントロダクション　【ファイナンス】
② 金融市場と金融資産
　【市場】【債券】【株式】【派生商品】【機関投資家】
③ 投資の基本概念
　【現在価値分析】【投資収益率】
④ 債券投資分析（１）債券の評価
　【最終利回り】【債券価格】【イールド・カーブ】
⑤ 債券投資分析（２）債券のリスク
　【デュレーション】【金利リスク】【信用リスク】
⑥ 株式投資分析（１）普通株式の価値
　【株価】【代表的指標】【配当割引モデル】【ゼロ成長モデル】【定率成長モデル】
⑦ 株式投資分析（２）普通株式の価値
　【利益と投資機会】
⑧効率的市場と行動ファイナンス（１）
　【効率的市場】【アノマリー】【市場の効率性】
⑨効率的市場と行動ファイナンス（２）
　【行動ファイナンス】【裁定取引】
⑩ ポートフォリオ理論（１）リスクとリターン
　【収益率】【分散】【標準偏差】【分散投資のリスク軽減効果】
⑪ ポートフォリオ理論（２）CAPM（資本資産評価モデル）
　【資本市場線】【効率的フロンティア】【証券市場線】
⑫ ポートフォリオ理論（３）ケース・スタディ　　
⑬ デリバティブ（１）オプション
　【コール・オプション】【プット・オプション】【オプションの価値】
⑭ デリバティブ（２）オプションの価値評価
　【二項モデル】【ブラック＝ショールズ・モデル】
⑮ デリバティブ（３）リアル・オプション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

クラスへの貢献度　30パーセント
課題の提出　　　　70パーセント
※学生が授業に出席することは前提のため、欠席はマイナス評価となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

日本経済新聞を購読して、ファイナンスの知識を活かし、自分の考えを持って読んでください。
課題をすらすら解けるようになるまで復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「ファイナンス」を履修しておくこと。
「ファイナンス」で学んだ知識と分析能力はこの科目の前提となるので、復習しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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中国ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
安部　壮一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

GNPで米国に次ぐ世界第２位となった中国は、従来の「世界の工場」としての位置づけから、今や「巨大マーケット」として注目され発展し続
けている。
本講義は、１９８０年代半ばゼロから中国市場開拓に取り組み、成功を収めたモデル企業の実例を題材に、その事業戦略について様々な視点か
ら検証する。
また昨今特にクローズアップされる、いわゆる「チャイナリスク」も視野に入れながら、魅力的な巨大市場に今後どう向き合っていくべきか、
という中国進出企業にとって極めて複雑かつ繊細なテーマについても議論を深めたいと考える。

<高度な専門的知識・技能>
中国ビジネスに関する専門知識を習得する。
<高い問題解決力と表現力>
中国ビジネスの実践場面で通用する経営センスを身につける。
<高い倫理観に基づいた自律的行動力>
中国（市場）の特性や商慣習を理解し、相互理解の上でビジネスを推進する姿勢を身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に設定はしない。必要に応じてプリントを配布する。

事例に関する参考図書を授業で紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．イントロダクション　　　　　　（講義内容の構成）
２．中国事業の歴史と展開［Ⅰ］
３．中国事業の歴史と展開［Ⅱ］
４．米国・その他海外事業の歴史と展開
５．ディスカッション【中国と他国事業展開の共通点・相違点】
６．商品戦略　　　　【商品価値の提供】
７．マーケッティング戦略　【ウオシュレット市場創造】
８．販売戦略　　　　　　　【販売チャネル構築　～顧客接点の拡大～】
９．サプライチェーン・物流戦略
１０．その他事業戦略　　　【サービス・CSR・ESG等】
１１．他社事例　　　　　　【競合他社・異業種】
１２．国際事業組織論・人材マネジメント【経営現地化】
１３．知的財産・ブランド保護　【知財係争事例】
１４．危機管理　【チャイナリスク？】
１５．まとめ・総合討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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中国ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

１．授業への参加姿勢　（３０％）
２．課題に対するレポート　（３０％）
３．討議への寄与度・発表内容　（４０％）

成績評価の方法　/Assessment Method

必要に応じ事前課題を提示する。
事後については課題に対するレポート提出。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中国ビジネスに関する知識、経験の有無は前提としない。
但し、中国（グローバル）ビジネスの感覚を身に着けようとする意欲は必須。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

中国ビジネス、国際ビジネス、グローバル
キーワード　/Keywords
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福祉マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
桑園　英俊 / Hidetoshi Kuwazono / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

障害福祉に関する臨床的知見を前提に、社会福祉法人・ＮＰＯの特性を踏まえた起業、組織、サービス提供や人材育成一般企業や地域社会との
連携、財務管理、事業承継等、多様なマネジメント上の課題を取り上げ、受講生と実務家教員（事業経営者）との討論を通して、解決策を導く
思考方法を身につけることを目指します。
現場での専門的実践事例を討議の核として、「人」へのアプローチの中心に置き、利用者と従事スタッフにとって望ましいマネジメントや経営
者の在り方を考えます。
受講生が常に経営者と当事者両面の意識を持ち、社会福祉事業に興味と企画意欲が持てるように講義を進めていきます

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識･技能＞
社会福祉事業経営･管理について、事例を通して専門性を深め現場で応用と実践できる
＜高い問題解決能力と表現力＞
福祉現場での提示課題から解決能力を学び、当事者及び支援環境への表現、説明能力を高める
＜高い倫理観に基づいた自立的行動力＞
社会福祉事業マネジメントに必要な倫理観を講義を通して学び、現場での行動にフィードバックさせる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
指定教科書はありません。
各回でレジュメ、ワークシート、資料などを配布します。

・P.Fドラッガー著『非営利組織の経営』ダイヤモンド社
・社会福祉施設経営管理論2021　社会福祉法人　全国社会福祉協議会
・杉山登志郎著『発達障害の豊かな世界』日本評論社
・門田光司・桑園英俊・柳沢亨・箱崎孝二共著『地域生活支援ガイド』中央法規
・『2018年版発達障害白書』赤石書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5828 /



福祉マネジメント 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション　　　　　　　　　【講義の概要と進め方･講師プロフィール】
②「障害」の捉え方　　　　　　　　　　【ICFの視点を基にした障害と社会の関係】
③発達障害の特性と支援　　　　　　　　【発達障害の理解と支援の在り方】
④社会福祉法人の設立　　　　　　　　　【社会福祉法人設立時に必要な事項と事例】
⑤ＮＰＯ法人の設立　　　　　　  　　　 【ＮＰＯ法人設立時に必要な事項と事例】
⑥社会福祉事業の財務管理　　　　　　　【予算立案・執行・管理・決算書類作成等】
⑦障害者総合支援法における給付事業　　【介護･訓練等給付事業・給付費試算】
⑧障害者の店「一丁目の元気」視察　　　【北九州市補助事業店舗（京町）視察】
⑨福祉サービスの創出　　　　　　　　　【サービスを創出するための視点と事例】
⑩社会福祉法人と企業との連携　　　　　【営利企業との事業連携・SDGs実践事例】
⑪福祉事業所と地域社会との連携　　　　【理解を深める・ニーズを基にした連携】
⑫福祉職員の雇用と育成　　　 　　　  　 【社会福祉事業の求人、雇用、人材育成】
⑬社会福祉法人の事業承継　　　　　　　【事業承継に必要な視点と組織】
⑭社会福祉事業の企画提案　　　　　　　【背景･ニーズ･事業目的･実施方法を提案】
⑮社会福祉事業の企画提案とまとめ　　　【福祉事業企画提案を基に協議とまとめ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

社会福祉事業の企画提案レポート、各講義でのテーマを基にしたディスカッション、日常の授業への取り組みを基に評価します。
❖　社会福祉事業の企画提案レポート（40％）
❖　ディスカッション時の理解度･分かりやすさ･リーダーシップ（30％）
❖　授業への取り組み＜事前学習･積極性･質問内容　等＞（30%）

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講義資料を「BS-MOODLE」に予めアップしますので、参照し、疑問点などを整理した上で講義に臨んで下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の経歴やニーズ、人数構成によって、授業内容や進め方を変更する場合があります。
イントロダクションで、この講義で学びたいことを積極的に発表して下さい。

履修上の注意　/Remarks

社会福祉法人、NPO法人の設立から経営、事業展開の実践事例が講義の中核です。
法人創業、福祉事業起業を目指している方、関心のある方の受講を期待しています。
受講生とディスカッションで深めたいことに、福祉事業と営利企業のネットワークの構築があります。
そのディスカッションを通して、共生社会のイメージを膨らませたいと考えています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営、福祉制度、社会福祉法人、NPO法人、障害者雇用、障害特性、発達障害、当事者、共生社会
キーワード　/Keywords
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
幕　亮二 / Ryoji Maku / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

　確実な将来である超高齢化社会が、他国に先駆け急速なスピードで訪れる我が国は、「課題先進国」とも呼ばれていますが、地域が抱える課
題は共通する部分も多いですが、基本的には千差万別です。よって、人口減少（オーナス）時の地域政策は、国や自治体任せでなく、住民や企
業が生活や活動の場である地域とどのように関わり続け得るか、持続可能な仕組み（スキーム）と課題解決の処方箋（施策・事業等）について
、各地域で議論を尽くし合意形成することが重要です。
　本講では、予期し共有することが可能な確実な将来予測と影響をベンチマークとして、コントロールし得るリスクを如何に（誰が・どのよう
に）マネジメントすることが適切か、生活（いとなみ）と事業（なりわい）の「現場」である「地域」が抱える課題と解決策について、講師と
受講者含めた講座全員でのディスカッションを通じ学びます。

DPに基づく到達目標
《高度な専門的知識・技能》
地域政策に係る課題と取り組みについて、概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
地域政策の今後の方向性について、自ら問題意識持ちディスカッションできる表現力を身に付ける。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
持続可能な地域経営のために必要な施策や取り組みを理解し、事業やNPO等自らの活動に活かすことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
次回講義資料とディスカッション・テーマに関する参考書・URLを、授業各回終了後にMoodleにアップします。

「新ビジョン２０５０ 地球温暖化、少子高齢化は克服できる」小宮山宏・山田興一著,日経ＢＰ
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

①ガイダンス（講義の全体構成・進め方の説明）
本講義の全体構成と評価方法について説明します。
②サステナビリティ（持続可能性）
中長期的に確実に訪れる未来（超高齢化社会、気候変動等）が、地域にもたらす影響（財政、担い手、環境、安全安心）を整理し、政策課題と
地域政策を考える際の枠組みを学びます。
【ＳＤＧｓ】【地方創生】【人口ダム機能】
③ディスカッション1（サステナビリティ（持続可能性））
不確実な未来（グローバリゼーション・技術革新等）が、地域にもたらす影響と政策課題について考えます。
【ダイバーシティ】【IoT（Internet of Things）】【Ai（Artificial Intelligence）】
④アカウンタビリティ（説明責任）
行政評価・事業評価におけるPDCAの手続きとその導入・発展過程について学びます。
【事前・事後評価】【NPM（New Public Management）】【パブリックインボルブメント】
⑤ディスカッション2（アカウンタビリティ（説明責任））
将来にわたって持続可能な地域経営を行うに当たり、世代間負担に関する説明責任と合意形成をどのように進めていくべきかについて考えます
。
【政策形成過程】【多世代交流】【温暖化対策】
⑥クリエイティビティ（稼ぐ力）
RESASデータや地域間産業連関表の概念と活用方法、基盤産業の定義や地域の産業構造の把握方法について学びます。
【基盤産業と非基盤産業】【特化係数】【生産性と雇用創出（吸収）力】
⑦ディスカッション3（クリエイティビティ（稼ぐ力））統計データを実際に扱い、時系列・他地域との比較を行い、地域の産業構造の変遷と企
業誘致等産業立地政策の効果等について考えます。
【企業城下町と産業クラスター】【Society5.0】
⑧PPP／PFI（官民連携）
導入の背景と適用範囲の拡大（コンセッション等）について、海外及び我が国の動向について学びます。
【VFM（Value for Money）】【改正PFI法】【コンセッション】
⑨ディスカッション4（PPP／PFI（官民連携））
北九州市の事例をケースに、官民双方のリスクと今後の方向性について考えます。
【空港民営化】【一般廃棄物処理施設】【給食センター】
⑩コミュニティ（まちづくり・ひとづくり）
多世代交流と共助を促進するための、組織や拠点のあり方に関する論点を整理します。
【生涯活躍の街／CCRC（Continuing Care Retirement Community）】【地域福祉】
⑪ディスカッション5（コミュニティ（まちづくり・ひとづくり））
地域活動の担い手を育成し、持続可能なコミュニティの再生を図るための、直接・間接的な施策について考えます。
【多世代包括支援】【CSO（市民社会組織：Civil Society Organization）】
⑫モビリティ（移動・交通の自由と安全・安心）
人口減少・高齢化の進展に対応した、安全・安心な地域づくりを目指すコンパクトシティと公共交通再生に関する論点・施策を整理します。
【規制緩和】【コンパクトシティ】【Maas（Mobility As A Service）】
⑬ディスカッション6（モビリティ（移動・交通の自由と安全・安心））
高齢社会における移動権及び安全の確保に資する、まちづくりや地域福祉等他の政策との連携や相乗効果について考えます。
【スマート物流】【移動支援サービス】【自動運転】
⑭ブランドエクイティ（地域の誇りを資産にするマーケティング）
シティプロモーションや観光地域振興、ふるさと納税を契機とする特産品開発等の取り組みについて整理します。
【DMO（Destination Management Organization）】【ふるさと納税】
⑮ディスカッション7（ブランドエクイティ（地域の誇りを資産にするマーケティング））
地域ブランドを持続可能な地域づくりに活かすための施策について考えます。
【地域ブランド】【郷土愛の醸成】【生涯学習】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中のディスカッションへの貢献度（50％）と、全７回のディスカッションに関するレポート（50％）をもとに、総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業各回終了後、次回講義のディスカッション・テーマに関して、参考書やURL等のリストを配布しますので、参照・予習して講義に参加して
ください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

隔週２コマ講義ですので、前半を座学講義、後半は特定テーマに関して、出席受講者全員によるディスカッションを、講師がファシリテーター
になり行います。受講者の積極的な参加を期待します。

履修上の注意　/Remarks

ディスカッションで大切な技術は、「聞く・聞き出す」力です。議論を通じて、相手だけでなく自分の意見や考え方を自問していく過程を楽し
みましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能社会　地域経営　合意形成　官民連携
キーワード　/Keywords
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モノづくり競争力の強化 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
緒方　光 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

100年に1度といわれる、自動車業界の大変革に当たって、トヨタのモノづくりの根底を支えてきた「トヨタ生産方式」であるが、そのカイゼン
活動から生まれる数多くのシーズを、その組織内だけでなく、変革する市場を睨み、スタートアップやベンチャーに繋げる。効率化と成長を同
時に成立させる、真の自工程完結を計るべく、「新（進）トヨタ生産方式」を解説し、同時に具体的な問題解決能力の向上を目指す。また後半
では、自動車の製造現場を学べるボードゲーム「自動車生産方式」を例題として取り上げ、机上にてボードゲームのKAIZEN＆創作を実施し、よ
り実践的な課題解決＆創造性を身につける（遠隔授業の場合）。また、グループ活動が可能な場合は、KAIZENの原則であるチームによる活動を
実行し、共同作業にて創作活動を行う。
〈DPに基づく到達の目標〉
【高度な専門知識・技能】
　QCやSQCに関する理論を理解し、現場で実践できる。
【高い問題解決能力と表現力】
　自らの組織の課題を発見し、周囲を巻き込み、主体的に課題の解決が計れる。
【高い倫理観に基づいた自律的行動力】
　自らの判断/行動の結果を真摯に捉え、成否の根本を熟慮して、次なる課題解決に生かす。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
①緒方光（おがたひかり）作　ボードゲーム「自動車生産方式】　通販サイト「ＢＡＳＥ」　オヒカリ倶楽部2022年
　￥3000（税込み）＋送料

トヨタ生産方式及びSQC（統計的品質管理）に関する出版物全般
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①トヨタ生産方式概論【生まれた背景、特徴、基本的手法、進化するトヨタ生産方式、カイゼンからスタートアップ】
②マーケティングから企画/開発～製造/販売まで【車の開発及び生産・販売手法】
③KAIZEN活動【実例を挙げてそのポイントを解説】
④KAIZENを支えるSQC（統計的品質管理）【TQMの中のSQCの役割】【基本統計量：統計学の基礎】
⑤公差累積法と工程能力/管理図【アッセンブリ（組立）時の公差見積もり法と工程が成立しているかの見極め等】
⑥検定・推定【u検定・ｔ検定・x²検定・F検定　他】
⑦配置実験【分散分析・1元配置法/2限配置法　他】
⑧中間の小テスト実施＆解答/解説【トヨタ生産方式＆TQM＆SQCの理解の定着を目的】
⑨KAIZEN演習（１）【準備：グループ分け・ボードゲーム「自動車生産方式」のルール習得　等】
⑩KAIZEN演習（２）【評価：ＫＪ法・因子分析を使ったカイゼン点の抽出・ルール改良　等】
⑪KAIZEN演習（３）【まとめ：改良版ゲームの実施及び結果確認】
⑫ボードゲーム創作演習（１）【準備：チームデスカッション】
⑬ボードゲーム創作演習（２）【企画：ストーリ作成と分担・細部デザイン・全体整合性】
⑭ボードゲーム創作演習（３）【試作・実施】
⑮ボードゲーム創作演習（４）【評価・まとめ：ルールブック作成】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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モノづくり競争力の強化 【夜】
エグゼクティブ科目

中間テスト：30％（個人評価）
授業への取組：20％（個人評価）
創作ボードゲームのルール等の作成、ルールブック（A4で1枚以上）を提出（チーム評価、又は個人評価（遠隔授業））

成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲での予習を、参考書等を使って実施し、また授業内容の復習を行うこと。
（必要な学習時間の目安は、予習60分、復習60分です。）

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義の前半には、統計学の基礎が理解できていることが必要な部分が多くでてきます。数学が苦手な方は、事前に、ある程度勉強しておくこと
を薦めます。

履修上の注意　/Remarks

後半からの授業は、アクティブラーニングとなっております。受講生間の積極的なデスカッション、リーダシップ＆フォロアーシップの発揮等
の主体的学びを期待します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

トヨタ生産方式、TQM（総合的品質管理）、SQC（統計的品質管理）、KAIZEN(カイゼン）、スタートアップ、ベンチャー
キーワード　/Keywords
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ソーシャル・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

近年、社会的課題をビジネスのスキームを用いて解決しようとする「ソーシャルビジネス」への期待が高まっている。本講義では、ソーシャル
ビジネスのマネジメントについて学ぶ。具体的には、解決すべき社会的課題の設定からビジネスモデルの作成までを事例やケース分析などを通
じて学習する。講義では、実際にソーシャルビジネスを立ち上げ運営していくことを想定したディスカッションやワークショップを中心に進め
る。各自の問題意識や関心に沿ってソーシャルビジネスプランを策定することが、本授業のゴールである。

DPに基づく到達目標
《高度な専門知識・技能》
ソーシャルビジネスに関連する概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
自らの問題意識に基づき社会課題を抽出し、その解決策＝ビジネスモデルを構築できる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
ソーシャルビジネスモデルを実現するための手順を組み立てることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用せず、資料を配布する。

○駒崎弘樹『「社会を変える」を仕事にする』ちくま文庫、2011年。
○上阪徹『「カタリバ」という授業』英治出版、2010年。
○谷本寛治編著（2006）『ソーシャル・エンタープライズ』中央経済社。

その他の文献については、講義のなかで紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ソーシャル・ビジネス 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション
【本講義のねらいと進め方の説明、ソーシャルビジネスとは何か？】
②ソーシャルビジネスの事例から学ぶ１
【事例分析を通じソーシャルビジネスの活動領域や特色について検討する】
③ソーシャルビジネスの事例から学ぶ２
【成功したソーシャルビジネスの共通点を探る】
④ミッションをつくる１（ケースメソッド）
【社会的課題の抽出と発見の手法】
⑤ミッションをつくる２（ケースメソッド）
【社会的課題を解決するスキーム】
⑥事業をつくる１（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスの事業構造】
⑦事業をつくる２（ケースメソッド）
【ソーシャルビジネスにおけるビジネスモデルの特徴】
⑧ソーシャルビジネスの現場から考える１
【ゲストスピーカー講義】
⑨ソーシャルビジネスの現場から考える２
【ゲストスピーカー講義】
⑩中間発表とふりかえり１
【解決すべき社会課題の設定とミッションの策定】
⑪中間発表とふりかえり２
【ミッションを実現するための戦略と事業】
⑫チームをつくる１（ケースメソッド）
【社内チームと社外協力者をいかにつくるか】
⑬チームをつくる２（ケースメソッド）
【顧客を協力者に変換し、ソーシャルイノベーションを創出する方法】
⑭ソーシャルビジネスプラン・プレゼンテーション１
【プレゼンテーションとディスカッション】
⑮ソーシャルビジネスプラン・プレゼンテーション２
【プレゼンテーションとディスカッション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義への貢献度（発言回数、発表内容、建設的な対話など）：60％、課題の内容（レポートなど）：40％により、シラバスの到達目標をどの程
度達成しているかを判断し、評価を行う。

成績評価の方法　/Assessment Method

原則として毎回事前課題を課すので、次回に授業までに準備しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ソーシャルビジネス、社会課題、ＮＰＯ、社会的インパクト
キーワード　/Keywords
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
石井　義輝 / ISHII Yoshiteru / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

世界史上類を見ない速度で少子高齢化と人口減少が進む日本の医療・介護には問題が山積している。第二次世界大戦後に構築された基本設計は
、その後の人口構成、産業構成、疾病構成の変化に十分追いつくことができず現在ではさまざまな歪みを生じている。こうした状況は一部の官
僚・政治家により早くから予測されていたものの、国民的な危機感を醸成するには至らなかったが、2020年以降全世界に蔓延した新型コロナウ
イルス感染症により、図らずもその一端が露呈することとなった。団塊世代のすべてが後期高齢者となる2025年、さらに団塊ジュニア世代が高
齢者となる2040年に向けて歪みを解消するには、医療・介護従事者のみならず世代・地域・職種を超えて幅広く議論を進める必要があるが、そ
のためには、まず基本となる知識を獲得する必要がある。
本講義においては、わが国の医療サービスの仕組み（医療従事者養成、医療保険制度、医療機関経営、医療者-患者関係など）について実務経験
に基づいた講義を行い、医療機関・医療従事者と地域社会が良好な関係を構築するために必要な知識を習得し、これをもってより良い議論がで
きる基礎を構築することを目標とする。

DPに基づく到達目標
<高度な専門的知識・技能>
社会保障システムとしての医療について理解を深め、自らの課題として考えることができる
<高い問題解決能力と表現力>
医療について、各人の立場における課題を見いだし、解決策を提示することができる
<高い倫理観に基づいた自律的行動力>
各人の立場に応じて、医療機関・従事者と地域社会との良好な関係構築に寄与することができる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義ごとにトピックに応じた資料を配付する。

真野俊樹 編『はじめての医療経営論』有斐閣，2020年
島崎謙治『日本の医療　制度と政策』東京大学出版会，2020年
橋本英樹・泉田信行『医療経済学講義　補訂版』東京大学出版会，2016年
本間正明監修『医療と経済』大阪大学出版会，2016年
二木立『医療経済・政策学の探究』勁草書房，2018年
池上直己『日本の医療と介護　歴史と構造、そして改革の方向性』日本経済新聞出版社，2017年
大竹文雄・平井啓『医療現場の行動経済学』東洋経済新報社，2018年
その他、履修選択者のバックグランドや興味に応じて適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

以下のテーマに沿った講義とディスカッションを行っていく
なお、①～⑬については、履修選択者の人数や背景等、講義形態に応じて順序を変更する場合がある。
また、テーマによっては外部講師による講義に振り替える場合がある。

①導入　医療マネジメント概論
　「医療マネジメント」の意味するところ、講義全体の概観について解説する。
②日本の医療システムの歴史的概観
　さまざまな社会システムは過去からの積み重ねの結果であるため、日本の医療システムが特に近現代においてどの　ように変化してきたのか
について解説する。
③医療従事者育成
　医療従事者、特にその中核を担う医師がどういった過程で育成されるのか、さらに他の医療従事者の育成過程について解説する。
④国民医療費と診療報酬制度
　42兆円を超える国民医療費の内訳、その負担と給付の仕組み、さらに診療報酬制度について解説する。
⑤医療保険と介護保険
　医療と不可分になっている介護について、その制度や課題について解説する。
⑥医療機関の組織・人材管理
　多くの専門職種から構成される医療機関（特に病院）における組織管理・人材管理の特殊性について解説する。
⑦医療機関の財務・会計管理
　個々の医療機関ベースの財務管理（費用管理と資金調達）の現状と将来に向けた課題について解説する。
⑧医療関連産業
　医療を支える薬剤や医療機器、さらに関連サービスについて紹介し、産業としての医療について解説する。
⑨医療マーケティング、広報とブランディング
　患者のみならず地域住民、さらには勤務する医療従事者に向けた望ましいマーケティング活動とこれを支える広報活動について解説する。
（外部講師による講義の予定）
⑩医療者-患者関係
　行動経済学の観点から、両者の関係をより良いものにするためにはどういったことが必要かについて解説する。
⑪地域医療
　現在全国で進められている取り組み等について紹介、地域医療の現状と課題について解説する。
⑫日本の医療の評価と医療政策
　日本の医療が諸外国との比較においてどういった現状にあるのか、また医療に関する政策決定はどのように行われているかについて解説する
。
⑬医療の将来
　ロボットやAI、再生医療といった新規技術の可能性、人口減少社会における医療のあり方について解説する。
⑭⑮総合討論（課題レポート発表、受講者数によってはケーススタディも行う）
　各人の作成したレポートを発表、互いの問題意識を共有する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート70％、講義への貢献度（出欠、講義中の発現回数と内容）30％
成績評価の方法　/Assessment Method

テーマに応じて読んで欲しい文献、書籍等を適宜指示する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

医療に関する新聞記事やニュース（政策、新技術・サービス、新製品）に敏感になること
厚生労働省はじめ、関連するサイトで情報収集すること

履修上の注意　/Remarks

医療サービス自体を実践するのはそれぞれの専門職種ですが、これをより良いものとするためには、サービスの受益者である患者・利用者とそ
のご家族、さらには地域社会をも含めた協働作業になることが必要です。つまり、医療のマネジメントというものについて、すべてのひとびと
が考えていく必要があるといえます。患者になってからではなく、患者になる前から医療について考え、望ましい医療との関係を構築すること
が、これからの地域医療を変えていく第一歩になると考えます。より実りあるディスカッションができるよう、医療関連業種のみならず、幅広
いバックグラウンドを持つ学生の受講を歓迎します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

医療経営、医療経済、社会保障、地域医療
キーワード　/Keywords
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
石井　義輝 / ISHII Yoshiteru / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

世界史上類を見ない速度で少子高齢化と人口減少が進む日本の医療・介護には問題が山積している。第二次世界大戦後に構築された基本設計は
、その後の人口構成、産業構成、疾病構成の変化に十分追いつくことができず現在ではさまざまな歪みを生じている。こうした状況は一部の官
僚・政治家により早くから予測されていたものの、国民的な危機感を醸成するには至らなかったが、2020年以降全世界に蔓延した新型コロナウ
イルス感染症により、図らずもその一端が露呈することとなった。団塊世代のすべてが後期高齢者となる2025年、さらに団塊ジュニア世代が高
齢者となる2040年に向けて歪みを解消するには、医療・介護従事者のみならず世代・地域・職種を超えて幅広く議論を進める必要があるが、そ
のためには、まず基本となる知識を獲得する必要がある。
本講義においては、わが国の医療サービスの仕組み（医療従事者養成、医療保険制度、医療機関経営、医療者-患者関係など）について実務経験
に基づいた講義を行い、医療機関・医療従事者と地域社会が良好な関係を構築するために必要な知識を習得し、これをもってより良い議論がで
きる基礎を構築することを目標とする。

DPに基づく到達目標
<高度な専門的知識・技能>
社会保障システムとしての医療について理解を深め、自らの課題として考えることができる
<高い問題解決能力と表現力>
医療について、各人の立場における課題を見いだし、解決策を提示することができる
<高い倫理観に基づいた自律的行動力>
各人の立場に応じて、医療機関・従事者と地域社会との良好な関係構築に寄与することができる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義ごとにトピックに応じた資料を配付する。

真野俊樹 編『はじめての医療経営論』有斐閣，2020年
島崎謙治『日本の医療　制度と政策』東京大学出版会，2020年
橋本英樹・泉田信行『医療経済学講義　補訂版』東京大学出版会，2016年
本間正明監修『医療と経済』大阪大学出版会，2016年
二木立『医療経済・政策学の探究』勁草書房，2018年
池上直己『日本の医療と介護　歴史と構造、そして改革の方向性』日本経済新聞出版社，2017年
大竹文雄・平井啓『医療現場の行動経済学』東洋経済新報社，2018年
その他、履修選択者のバックグランドや興味に応じて適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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医療経済 【夜】
エグゼクティブ科目

以下のテーマに沿った講義とディスカッションを行っていく
なお、①～⑬については、履修選択者の人数や背景等、講義形態に応じて順序を変更する場合がある。
また、テーマによっては外部講師による講義に振り替える場合がある。

①導入　医療マネジメント概論
　「医療マネジメント」の意味するところ、講義全体の概観について解説する。
②日本の医療システムの歴史的概観
　さまざまな社会システムは過去からの積み重ねの結果であるため、日本の医療システムが特に近現代においてどの　ように変化してきたのか
について解説する。
③医療従事者育成
　医療従事者、特にその中核を担う医師がどういった過程で育成されるのか、さらに他の医療従事者の育成過程について解説する。
④国民医療費と診療報酬制度
　42兆円を超える国民医療費の内訳、その負担と給付の仕組み、さらに診療報酬制度について解説する。
⑤医療保険と介護保険
　医療と不可分になっている介護について、その制度や課題について解説する。
⑥医療機関の組織・人材管理
　多くの専門職種から構成される医療機関（特に病院）における組織管理・人材管理の特殊性について解説する。
⑦医療機関の財務・会計管理
　個々の医療機関ベースの財務管理（費用管理と資金調達）の現状と将来に向けた課題について解説する。
⑧医療関連産業
　医療を支える薬剤や医療機器、さらに関連サービスについて紹介し、産業としての医療について解説する。
⑨医療マーケティング、広報とブランディング
　患者のみならず地域住民、さらには勤務する医療従事者に向けた望ましいマーケティング活動とこれを支える広報活動について解説する。
（外部講師による講義の予定）
⑩医療者-患者関係
　行動経済学の観点から、両者の関係をより良いものにするためにはどういったことが必要かについて解説する。
⑪地域医療
　現在全国で進められている取り組み等について紹介、地域医療の現状と課題について解説する。
⑫日本の医療の評価と医療政策
　日本の医療が諸外国との比較においてどういった現状にあるのか、また医療に関する政策決定はどのように行われているかについて解説する
。
⑬医療の将来
　ロボットやAI、再生医療といった新規技術の可能性、人口減少社会における医療のあり方について解説する。
⑭⑮総合討論（課題レポート発表、受講者数によってはケーススタディも行う）
　各人の作成したレポートを発表、互いの問題意識を共有する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート70％、講義への貢献度（出欠、講義中の発現回数と内容）30％
成績評価の方法　/Assessment Method

テーマに応じて読んで欲しい文献、書籍等を適宜指示する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

医療に関する新聞記事やニュース（政策、新技術・サービス、新製品）に敏感になること
厚生労働省はじめ、関連するサイトで情報収集すること

履修上の注意　/Remarks

医療サービス自体を実践するのはそれぞれの専門職種ですが、これをより良いものとするためには、サービスの受益者である患者・利用者とそ
のご家族、さらには地域社会をも含めた協働作業になることが必要です。つまり、医療のマネジメントというものについて、すべてのひとびと
が考えていく必要があるといえます。患者になってからではなく、患者になる前から医療について考え、望ましい医療との関係を構築すること
が、これからの地域医療を変えていく第一歩になると考えます。より実りあるディスカッションができるよう、医療関連業種のみならず、幅広
いバックグラウンドを持つ学生の受講を歓迎します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

医療経営、医療経済、社会保障、地域医療
キーワード　/Keywords
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社会保障 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

社会福祉から公衆衛生までの幅広い領域にわたる社会保障の制度や仕組みは、社会通念や人口構造、経済成長、グローバル化、生活環境、格差
などの文化的、社会的、政治経済的な状況によって形づくられ、変化していきます。
人間や社会とは何かという根源的な問いを原点に社会保障の概念を整理し、制度についての理解を深めるとともに、社会保障に関する事業やリ
スクのマネジメント、地域包括ケアなど、社会保障をより良く運営する方法について考えていきます。
また、超少子高齢・人口減少社会の到来は、社会保障制度に影響を及ぼすだけでなく、産業社会の在り方を変え、企業の経営環境を激変させて
います。本講座では、人口構造や産業構造と社会保障制度、さらには企業経営との相関について総合的に考察することも視野に入れていきます
。

DPに基づく到達目標
《高度な専門知識・技能》
社会保障に関連する概念や用語、制度の背景や成り立ち、本質を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
問題の発見と課題の適切な設定ができ、その解決に向けた制度やシステム、ビジネスモデルを設計・構築できる。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
設計・構築した制度やシステム、ビジネスモデルを、社会正義や公正の概念に基づき現実的なプロセスで実践できる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料を配付します。

・椋野美智子、田中耕太郎著『はじめての社会保障 —福祉を学ぶ人へ− 』有斐閣アルマ
・香取照幸『教養としての社会保障』東洋経済新報社
・広井良典著『定常型社会　新しい「豊かさ」の構想』岩波新書
・広井良典著『日本の社会保障』岩波新書
・J・K・ガルブレイス『ゆたかな社会』岩波現代文庫
・立川昭二著『病気の社会史』岩波現代文庫

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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社会保障 【夜】
エグゼクティブ科目

①社会保障の概念と歴史　　　　　 　　【社会保障、ヒト、社会とは何か】
②社会保障制度の基礎知識　　　　 　　【現行制度や法令の体系と専門用語、事業主体、財政】
③社会保障制度改革の概要と課題 　　　【社会福祉基礎構造改革、社会保障と税の一体改革】
④社会保障と地域づくり　　　　　 　　【地域包括ケアの概念と実践】
⑤グループ討議　　　　　　 　　　　　【福祉事業と専門職倫理、地域づくり】
⑥社会福祉制度の概要（１）　　 　　　【格差社会、生活困窮者支援、公的扶助】
⑦社会福祉制度の概要（２）　　 　　　【社会福祉制度（障害者、高齢者、児童、社会手当）、年金】
⑧介護保険制度とサービス提供体制　 　【介護保険事業計画、サービス提供主体】
⑨介護事業とマネジメント           　　    【ゲストスピーカー：事業経営とリスクマネジメントの実際】
⑩医療保険制度と医療提供体制　　　　 【皆保険とフリーアクセス、医療計画】
⑪医業とマネジメント　　　　　 　　　【ゲストスピーカー：事業経営とリスクマネジメントの実際】
⑫公衆衛生の概要　　　　　　　　　　 【感染症・疾病対策、精神保健と地域づくり】
⑬グループ討議　　　　　　　　 　　　【社会的課題と新事業の構築】
⑭社会保障の現状と展望（１）　　 　　【小論文提出、プレゼン、討論】
⑮社会保障の現状と展望（２） 　　　　【小論文提出、プレゼン、討論】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講師と受講生の議論をもとに進め、課題に対する小論文の提出やプレゼンテーションを求めます。
日常の授業への取り組み・・・２５％    期末小論文の提出及びプレゼンテーション（１回）・・・７５％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講座資料を「MOODLE」に予めアップしておきますので、参照し、疑問点などを整理したうえで授業に臨んでください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

制度論を起点に、時事問題や事例などについて討議します。社会学、法学、経済学、財政学、経営学などの初歩的な知識があれば理解が深まり
ますが、日々の新聞を読み、自ら考える姿勢や知見があれば十分に履修できる内容です。
１年後期の「医療マネジメント」、２年前期の「福祉マネジメント」、２年後期の「医療・福祉・教育の現場」に接続する内容ですので、当該
講座によってさらに学びを深めていただくことをお勧めします。

履修上の注意　/Remarks

社会保障を考える上では、社会的公正や社会的正義の実現だけでなく、財政問題とのトレードオフや企業経営との関係など、複合的な問題の解
決に向けた多様な視点が必要です。
部分最適ではなく全体最適による社会経済の安定化にはどのような取り組みが必要なのかを考えていきます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会保障制度の枠組みと実務、企業経営と社会保障、社会福祉、社会保険、超少子高齢・人口減少社会、地域づくり・地域包括ケア
キーワード　/Keywords
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
幕　亮二 / Ryoji Maku / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

　確実な将来である超高齢化社会が、他国に先駆け急速なスピードで訪れる我が国は、「課題先進国」とも呼ばれていますが、地域が抱える課
題は共通する部分も多いですが、基本的には千差万別です。よって、人口減少（オーナス）時の地域政策は、国や自治体任せでなく、住民や企
業が生活や活動の場である地域とどのように関わり続け得るか、持続可能な仕組み（スキーム）と課題解決の処方箋（施策・事業等）について
、各地域で議論を尽くし合意形成することが重要です。
　本講では、予期し共有することが可能な確実な将来予測と影響をベンチマークとして、コントロールし得るリスクを如何に（誰が・どのよう
に）マネジメントすることが適切か、生活（いとなみ）と事業（なりわい）の「現場」である「地域」が抱える課題と解決策について、講師と
受講者含めた講座全員でのディスカッションを通じ学びます。

DPに基づく到達目標
《高度な専門的知識・技能》
地域政策に係る課題と取り組みについて、概念や用語を理解できる。
《高い問題解決能力と表現力》
地域政策の今後の方向性について、自ら問題意識持ちディスカッションできる表現力を身に付ける。
《高い倫理観に基づいた自律的行動力》
持続可能な地域経営のために必要な施策や取り組みを理解し、事業やNPO等自らの活動に活かすことができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
次回講義資料とディスカッション・テーマに関する参考書・URLを、授業各回終了後にMoodleにアップします。

「新ビジョン２０５０ 地球温暖化、少子高齢化は克服できる」小宮山宏・山田興一著,日経ＢＰ
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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自治体政策 【夜】
エグゼクティブ科目

①ガイダンス（講義の全体構成・進め方の説明）
本講義の全体構成と評価方法について説明します。
②サステナビリティ（持続可能性）
中長期的に確実に訪れる未来（超高齢化社会、気候変動等）が、地域にもたらす影響（財政、担い手、環境、安全安心）を整理し、政策課題と
地域政策を考える際の枠組みを学びます。
【ＳＤＧｓ】【地方創生】【人口ダム機能】
③ディスカッション1（サステナビリティ（持続可能性））
不確実な未来（グローバリゼーション・技術革新等）が、地域にもたらす影響と政策課題について考えます。
【ダイバーシティ】【IoT（Internet of Things）】【Ai（Artificial Intelligence）】
④アカウンタビリティ（説明責任）
行政評価・事業評価におけるPDCAの手続きとその導入・発展過程について学びます。
【事前・事後評価】【NPM（New Public Management）】【パブリックインボルブメント】
⑤ディスカッション2（アカウンタビリティ（説明責任））
将来にわたって持続可能な地域経営を行うに当たり、世代間負担に関する説明責任と合意形成をどのように進めていくべきかについて考えます
。
【政策形成過程】【多世代交流】【温暖化対策】
⑥クリエイティビティ（稼ぐ力）
RESASデータや地域間産業連関表の概念と活用方法、基盤産業の定義や地域の産業構造の把握方法について学びます。
【基盤産業と非基盤産業】【特化係数】【生産性と雇用創出（吸収）力】
⑦ディスカッション3（クリエイティビティ（稼ぐ力））統計データを実際に扱い、時系列・他地域との比較を行い、地域の産業構造の変遷と企
業誘致等産業立地政策の効果等について考えます。
【企業城下町と産業クラスター】【Society5.0】
⑧PPP／PFI（官民連携）
導入の背景と適用範囲の拡大（コンセッション等）について、海外及び我が国の動向について学びます。
【VFM（Value for Money）】【改正PFI法】【コンセッション】
⑨ディスカッション4（PPP／PFI（官民連携））
北九州市の事例をケースに、官民双方のリスクと今後の方向性について考えます。
【空港民営化】【一般廃棄物処理施設】【給食センター】
⑩コミュニティ（まちづくり・ひとづくり）
多世代交流と共助を促進するための、組織や拠点のあり方に関する論点を整理します。
【生涯活躍の街／CCRC（Continuing Care Retirement Community）】【地域福祉】
⑪ディスカッション5（コミュニティ（まちづくり・ひとづくり））
地域活動の担い手を育成し、持続可能なコミュニティの再生を図るための、直接・間接的な施策について考えます。
【多世代包括支援】【CSO（市民社会組織：Civil Society Organization）】
⑫モビリティ（移動・交通の自由と安全・安心）
人口減少・高齢化の進展に対応した、安全・安心な地域づくりを目指すコンパクトシティと公共交通再生に関する論点・施策を整理します。
【規制緩和】【コンパクトシティ】【Maas（Mobility As A Service）】
⑬ディスカッション6（モビリティ（移動・交通の自由と安全・安心））
高齢社会における移動権及び安全の確保に資する、まちづくりや地域福祉等他の政策との連携や相乗効果について考えます。
【スマート物流】【移動支援サービス】【自動運転】
⑭ブランドエクイティ（地域の誇りを資産にするマーケティング）
シティプロモーションや観光地域振興、ふるさと納税を契機とする特産品開発等の取り組みについて整理します。
【DMO（Destination Management Organization）】【ふるさと納税】
⑮ディスカッション7（ブランドエクイティ（地域の誇りを資産にするマーケティング））
地域ブランドを持続可能な地域づくりに活かすための施策について考えます。
【地域ブランド】【郷土愛の醸成】【生涯学習】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中のディスカッションへの貢献度（50％）と、全７回のディスカッションに関するレポート（50％）をもとに、総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業各回終了後、次回講義のディスカッション・テーマに関して、参考書やURL等のリストを配布しますので、参照・予習して講義に参加して
ください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

隔週２コマ講義ですので、前半を座学講義、後半は特定テーマに関して、出席受講者全員によるディスカッションを、講師がファシリテーター
になり行います。受講者の積極的な参加を期待します。

履修上の注意　/Remarks

ディスカッションで大切な技術は、「聞く・聞き出す」力です。議論を通じて、相手だけでなく自分の意見や考え方を自問していく過程を楽し
みましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能社会　地域経営　合意形成　官民連携
キーワード　/Keywords
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産学連携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

日本の高度経済成長を支えてきた様々な地域産業は、時代変化の中で大きく変容している。そのため、地域産業の担い手であった企業、とりわ
け中堅・中小企業はその対応追われる状況は長く続いている。そこで、本講義では前半部分で地域産業の変容の実態を概観しながら、これから
の新産業を展望し、企業としてやるべき経営革新とは何かを考察する。
また、後半部分では事業創造の手段の１つである「産学連携」に焦点をあてて、産学連携による新事業創造の実際の事例を学びながら、成果を
あげるためのマネジメントについて事例を踏まえながら考察する。
なお、本授業は第２～１３回をZoomを活用する同時双方向型のメディア授業科目とする。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門知識・技能＞
地域産業の変容を適切に捉えて事業創造のアイディアを生み出すことができる
＜高い問題解決能力と表現力＞
将来性があり現実的な産学連携プロジェクトのテーマを探索し、企画ができる
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
有機的かつ実践的なチーム体制を提案できる

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料やレポート等をMoodleにて配布

　中川淳『経営とデザインの幸せな関係』日経ＢＰ社
　田中洋『ブランド戦略全書』有斐閣
○クレイトン・クリステンセン／ジェフリー・ダイアー／ハル・グレガーセン『イノベーションのＤＮＡ』翔泳社
　玉田俊平太『日本のイノベーションのジレンマ』翔泳社
　伊丹浩敬之『経営戦略の論理』日本経済新聞出版社
　マイケル・Ｅ・ポーター『競争戦略Ⅰ』『競争戦略Ⅱ』ダイヤモンド社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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産学連携と事業創造 【夜】
エグゼクティブ科目

①地域産業とは？［対面授業］
【地域における様々な産業の特徴とは：地域産業、地場産業、基盤産業、非基盤産業、クリエィテブ産業、立地戦略】
②、③地域産業と技術変革・時代転換［Zoomによるメディア授業］
【サービス経済化が進む地域経済：鉄冷え、多角化、サービス産業、ＩＴ産業、シェアリングエコノミー】
【アフター・コロナの地域産業：小売業、観光業、伝統工芸産業】
④、⑤クラスターにおけるイノベーション可能性［Zoomによるメディア授業］
【イノベーションとクラスター理論：破壊的イノベーション、持続的イノベーション、競争優位戦略、創新普及】
【クラスターマネジャーからの示唆：コラボレーション、チームワーク、研究会運営、リーダーシップ】
⑥、⑦中小企業による産学連携の落とし穴［Zoomによるメディア授業］
【中小企業H社に係るケースによるディスカッション：人間関係、チームマネジメント、秘密保持契約、情報漏えい】
【中小企業H社から得る教訓とH社のその後：知財戦略、プロジェクトマネジメント、技術蓄積】
⑧、⑨産学連携プロジェクトのプロデュースのポイントと実例［Zoomによるメディア授業］
【イノベーションのためのスキルと人材：ネットワーク力、関連づけ思考、技術者、質問力、観察力、産業政策】
【産学連携プロジェクト創出の実態：（仮称）植物工場プロジェクト、（仮称）アロマプロジェクト】
⑩、⑪産学連携の現実と可能性［Zoomによるメディア授業］
【中堅企業Ａ社に係るケースによるディスカッション：チームマネジメント、事業化、マーケティング、営業】
【地域事業創造のために：コラボレーション、マーケティング、ブランディング、立地戦略、関連付け思考】
⑫、⑬地域産業からの新たな事業創造の事例（ゲスト講師を招聘）［Zoomによるメディア授業］
⑭、⑮地域に根差した産業の可能性と経営革新［対面授業］
【観光業の可能性：インバウンド、旅館、ホテル、飲食業、エンターティメント、スポーツ、門司港レトロ、立地】
【工芸産業の可能性：デザイン、ブランディング、イノベーション、地場産業、産地活性化、小倉織、立地】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ケーススタディ2回に対する課題レポート（30％×２＝60％）
ブランディングに係る課題レポート（20％）
その他の日常的なディスカッションに係わる貢献度（20％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、ブランディングやイノベーションに対する基礎的な知識を習得・確認していることを期待しています。また、ポーターのク
ラスター論、クリステンセンのイノベーション論の習得をお薦めします。
事後学習については、講義に活用した資料や参考資料を活用して講義の確認をしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

第２～14回はZoomを活用としたメディア授業（遠隔授業）とするので、PCやダブレットなどの情報機器と通信環境を整えて受講してください
。勤務先から自宅に時間がかかる場合はサテライト教室を利用しても構いません。また、通信環境等のためにうまく受講できなかったために講
義を録画し、必要あれば配信を行います。

履修上の注意　/Remarks

本授業はメディア授業で行います。十分に配慮して対面と変わらない教育効果をあげるように務めます。これからのDXの世界に慣れる意味でも
積極的な受講を期待します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

立地戦略、産業構造、サービス化、ブランディング、コラボレーション、イノベーション、技術革新、創新普及、産学連携、チームマネジメン
ト、クラスター、ビジネスモデル、ブランディング

キーワード　/Keywords
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アジア型経営 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

1990年代以降、日本経済の対東アジア依存度が持続的に高まってきた。東アジア域内では特に市場、投資先としての中華地域（中国大陸、台湾
、香港・マカオ、シンガポール）、ビジネスパートナーとしての中華系資本（中華地域の資本に、地域外の華僑・華人系資本を加えたもの）と
の結び付きが日増しに強まってきている。こうした実情に鑑み、本講義では日本企業の対東アジアビジネス展開に必要とされる現地系企業の経
営様式（企業制度と経営システムの特徴、競争優位性など）に関する体系的な知識の取得と独自の分析力の養成にウェイトをおいている。前半
では中華系資本の行動様式（経営様式）の根底にある「伝統経営思想」の学習（代表的なものを取り上げ、その誕生の背景、中華社会構造に及
ぼす影響、中華ビジネスにおける応用に対して理解を深めていく）にウェイトをおき、後半では本講義担当者がケース研究してきた企業事例を
取り上げ、グループ討論方式を取り入れて「中華系企業経営、ビジネススタイル」を学んで行く。比較経営の視点から日本企業との比較、関係
性を意識して進める考えである。

到達目標：
知識・理解　中華圏の企業経営の理解に必要な理論的な専門知識とともに、海外事業展開に当たっての異文化や制度
　　　　　　に関する知識を習得することができる。
技能　　　　アジアビジネス展開に関わる諸問題、諸課題を自ら発見し、体系的に理解するとともに、その分析と解
　　　　　　決策の提示ができ、地域の特殊性を踏まえた新事業展開に必要な技能も修得できる。
態度　　　　アジアビジネス展開に必要とされる挑戦的な姿勢と変革する能力を修得するとともに、相互理解の態度
　　　　　　と協調的姿勢を身につけることができる。　　　　
　　　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
手作り資料を配布する予定

デイヴィッド・ツェ＆古田茂美著 鈴木あかね訳『グワンシー』ディスカバー
王 効平、尹大栄、米山茂美著　『日中韓企業の経営比較』　税務経理協会
王効平著　『華人系資本の企業経営』日本経済評論社
王効平編著『日中長寿企業の経営比較』中央経済社
末廣昭著　『ファミリービジネス論』名古屋大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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アジア型経営 【夜】
エグゼクティブ科目

①イントロダクション：なぜ「中華圏」か
　【儒教資本主義】【開発経済学】【新儒家】
②中華圏の経営思想１（儒教文化）
　【孔孟思想】【論語】【マックス・ウェーバー】
③中華圏の経営思想２（ 儒教文化の現代経営的応用）
　【信用】【中庸】【協調】【関係（グアンシー）】
④中華圏の経営思想３（老荘思想・法家思想）
　【無為自然】【信賞必罰】【法と術】
⑤中華圏の経営思想４（戦略論）
　【孫子の兵法】【マイケルポーター】
⑥特に儒教文化圏の財閥企業の位置づけ
　【韓国系財閥】【中華系財閥（含華人系財閥】【儒商】
⑦中華系企業の経営様式１
　【企業経営と文化】【企業統治構造】【事業継承】
⑧中華系企業の経営様式２
　【経営の内部特性】【戦略立案】【組織特性】【管理システム】
⑨事例研究1  ASEANの華人系企業
  【CPグループ】【コングロマリット化】
⑩事例研究１のグループ討論
　 日系企業との事業提携を踏まえて
⑪事例研究２　台湾系企業
  【EMS】【IOT】【SCM】
⑫事例研究２のグループ討論
 　日系企業との事業提携を踏まえて
⑬ゲスト講義１　アジアビジネス展開中の企業経営者
  【提携】【WIN-WIN】【意思決定様式】
⑭ゲストを囲む討論発表
⑮まとめ　総合討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポートの提出状況・完成度　50％、討議参加の積極さ・寄与度　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

必読資料を配布する
参考文献を各自入手して活用すること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

◈　関係資料を学習支援フォルダーに事前アップの予定。
◈「国際経営」、「海外研修」など国際系科目の履修済みが望ましい
◈　数回課題を課す予定

履修上の注意　/Remarks

◈　課題提出期限の厳守
◈　積極的な発言、質疑を期待

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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NPO／NGO実践論 【夜】
エグゼクティブ科目

/Instructor
古賀　桃子 / Momoko Koga / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

1995年の阪神淡路大震災が「ボランティア元年」となって以降、国内・外で課題解決に取り組むNPOをはじめとする非営利組織による活動が盛
んとなっている。その要因として、少子高齢化や不況に伴い、行政や企業が担うサービスではフォローしがたい領域が拡がっていること、近隣
関係の希薄化や核家族化、未婚者の増加等により、ひとりひとりが抱える課題が多様化・内在化しがちであること等が挙げられる。
そこで本科目では、さまざまなケーススタディを通じ非営利組織およびそれを取り巻く社会経済の動向とマネジメント上の諸課題を考察すると
ともに、営利・非営利を問わず不可欠なマネジメントスキルのブラッシュアップも図る。この過程では、自身の今後の「ソーシャル」もしくは
「コミュニティ」に係る人生設計も熟考していただきたい。

■到達目標
【高度な専門知識・技能】
さまざまな組織形態との比較対照を通じ、民間非営利組織の特性を理解できる。
【高い問題解決能力と表現力】
社会経済状況や地域の実情を俯瞰しながら自らのミッションとポジショニングを明確化し、他者に明快に伝えることができる。
【高い倫理観に基づいた自律的行動】
目的意識に基づき、着実に成功体験を積み重ねられるような事業設計ができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「NPOリーダーのための15の力 WORK BOOK」　（日本NPOセンター）　　※非売品、講師より適宜提供
https://www.jnpoc.ne.jp/?p=5599
「くらし×○○ つなぎの手帖」　（日本NPOセンター・ふくおかＮＰＯセンター）　　※非売品、講師より適宜提供
http://www.npo-an.com/event/archives/72

シリーズ「はじめて読むドラッカー」(プロフェッショナルの条件、チェンジ・リーダーの条件、テクノロジストの条件、イノベーターの条件
／ダイヤモンド社)
※講義時間中、文献研究はしない

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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NPO／NGO実践論 【夜】
エグゼクティブ科目

１： NPOマネジメント概論
※主なトピック
社会課題・地域課題の動向、非営利組織（NPO含む）および関連制度（法人制度、税制、関連施策）の概要、主要ステークホルダー（行政、企
業など）の動向、我が国における非営利組織の意義・課題

２：各論　その１「NPOにおけるソーシャルビジネス」
講義：エリア不問型課題解決ビジネス（ソーシャル・ビジネス）の動向、意義と課題
※主なトピック
環境、子育て支援、福祉（高齢者、障害児・者、子ども）、公共交通など

３：各論　その１「NPOにおけるソーシャルビジネス」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：企画力（６W３H、目標設定）

４：各論　その２「NPOにおけるコミュニティビジネス」
講義：エリア特化型課題解決ビジネス（コミュニティ・ビジネス）の動向、意義と課題
※主なトピック
雇用、起業・小商い、防災、ダイバーシティ（特に女性の参画）、民設公共スペースなど

５：各論　その２「NPOにおけるコミュニティビジネス」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：資金力（財源の多様性、予算計画）

６：各論　その３「官民による支援策」
講義：官民による支援策の動向、意義と課題
※主なトピック
地方創生、資金調達市場（ベンチャーキャピタル、ESG）、クラウドファンディング、スタートアップ支援、SDGs関連施策など

７：各論　その３「官民による支援策」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：広報・コミュニケーション（広報のコツ）

８：各論　その４「持続可能なマネジメントのあり方」
講義：コロナ禍におけるNPOの実際（各種アンケート調査より）
※主なトピック
BCP（事業継続計画）、DX（デジタルトランスフォーメーション）、テレワーク・リモートワークなど

９：各論　その４「持続可能なマネジメントのあり方」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：広報・コミュニケーション（キャッチコピーのコツ）

１０：各論　その５「持続可能なマネジメントのあり方」
講義：効果的な協働（コラボレーション、パートナーシップ）
※主なトピック
提案公募型協働事業を通じた行政との協働、CSV（共通価値の創造）としての企業との協働、マルチステークホルダーでの協働、役割分担、成
果（アウトカム、社会的インパクト評価）など

１１：各論　その５「持続可能なマネジメントのあり方」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：広報・コミュニケーション（プレゼンのコツ）

１２：各論　その６「持続可能なマネジメントのあり方」
講義：人材と組織
※主なトピック
理事会、リーダーシップ・フォロワーシップ、世代交代、事業承継など

１３：各論　その７「持続可能なマネジメントのあり方」
①ディスカッション：講義について（質疑応答、論点の洗い出し、講評）
②スキルアップ演習：広報・コミュニケーション（プレゼンのコツ）

１４：総括　「理想的なマネジメントとは」
講義：これからの社会にベストマッチする組織・事業のあり方

１５：総括　「理想的なNPOマネジメントのあり方とは」
①ワーク：プランニング（事業、予算、推進体制）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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NPO／NGO実践論 【夜】
エグゼクティブ科目

②プレゼン、講評
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義中の参画度：50%
課題達成度：50%(事前課題等)

成績評価の方法　/Assessment Method

・要所で事前課題を課す。
・授業の都度、終了時にコメントカードを課す。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・講義の事前（レジュメ配布）および事後（講義フォローアップなど）においてはMoodleを活用しますので、適宜アクセスをお願いします。
・マスク・手指消毒等の感染症拡大防止対策を講じた上で受講してください。あわせて十分な飲料を持参の上、講義時間中にはこまめな水分摂
取を心がけてください。

履修上の注意　/Remarks

学生時分より二十数年来、NPO（中間支援）の活動をしている者です。本講義が、効果的な学びはもとより、受講生各位の今後の「ソーシャル
」もしくは「コミュニティ」に係る人生設計についても熟考していただける機会ともなれば幸いです。
●参考
講師所属先：http://www.npo-an.com
講師プロフィール：http://www.npo-an.com/center/staff/profile_momo

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ソーシャルビジネス、NPO、非営利、マネジメント、協働、CSR、CSV、持続可能性、社会課題解決
（その他、各論に係るキーワードは上記「授業計画・内容」の主なトピックに記載の通り）

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5841 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5841 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5842 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5842 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5843 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5843 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5844 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5844 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5845 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5845 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5846 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5846 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
王  効平 / Xiao-ping Wang / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5847 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5847 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
城戸　宏史 / ＫＩＤＯ　ＨＩＲＯＳＨＩ / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5848 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5848 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5849 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5849 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
高橋　秀直 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

5850 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5850 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
武田　寛 / Hiroshi Takeda / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
鳥取部　真己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5853 /



グループ・プロジェクト 【昼】
プロジェクト研究科目

/Instructor
日下　勇歩 / マネジメント研究科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

２年次のプロジェクト研究へと繋がる準備ステップと位置づけられ、自分の研究テーマを深掘りするための思考方法や分析手法を習得していく
。成果は、グループでレポートを作成し、発表・報告する。
授業運営は、４名程度からなる小グループ（研究テーマに応じて小グループ）ごとに専任教員が指導にあたる。なお、研究テーマが類似するグ
ループ同士はユニットを組み、ユニット内でお互いの情報を共有し合いながら討議内容の充実を図る可能性もある。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を各テーマに沿って活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
経営の問題や課題を適切に抽出し、解決に向けた提案を豊かな表現力のもと提示できること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究倫理を踏まえた実践的かつ自律的行動のもと現実的な提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各グループの担当教員が適宜指示する。

各グループの担当教員が適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①　　 グループ・プロジェクトにおける問題意識の共有
　　　【目的】【問題意識】【共有】
②～④ 課題討議１
　　　【ディスカッションによるテーマ設定】
⑤～⑦ 課題討議２
　　　【文献調査およびディスカッション】
⑧～⑨ 課題討議３
　　　【調査研究手法の学習・適用】【経過報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑩　　 経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】
⑪～⑭ 報告書作成
　　　【議論を元にした報告書作成】【最終報告会用プレゼンテーション資料の作成】
⑮　　 最終報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポートの成果物（40％）、報告会のパフォーマンス（30％）、討議に対する貢献度（15％）、調査研究の姿勢（15％）によって総合
的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

5854 /



グループ・プロジェクト 【昼】
プロジェクト研究科目

必読文献資料を事前に配布、指示する。履修者は適宜、個別の担当教員の指示に従い、事前・事後学習を進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業内容を生かして、グループメンバーが主体的に研究成果物を仕上げていくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

アクティブ・ラーニング、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク
キーワード　/Keywords
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アカウンティング 【夜】
ベーシック科目

/Instructor
日下　勇歩 / マネジメント研究科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

アカウンティング（財務会計）は、企業が行う活動（例えば、生産活動、販売活動、資金調達活動）を数値的に記録し、それらの記録をもとに
企業の経営成績や財政状態を表す財務諸表を作成し、それを外部者に向けて報告する一連の行為を指す。世の中には様々な企業が存在するが、
すべての企業が何らかの形で事業活動を営んでおり、その事業活動は財務会計という共通のルールに従い数値化されている。そのため、会計は
「事業の言語」と呼ばれており、現代の社会人にとって習得必須の知識・スキルとなっている。本講義の到達目標は、財務会計に関する基礎知
識を学ぶことである。本講義では、企業の事例紹介、実務における注目度の高いトピック（統合報告書、伊藤レポート、コーポレートガバナン
ス・コードなど）の紹介、教員と受講者との双方向のディスカッションを重視した講義を行いたいと考えている。

DPに基づく到達目標
「高度な専門的知識・技能」
財務会計に関する基礎知識を身に着ける。
「高い問題解決能力と表現力」
会計数値の背後にある企業経営の実態を推測する能力を身に着ける。
「高い倫理観に基づいた自己実現能力」
社会にとって望ましい情報開示の在り方などについて理解を深めることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

伊藤邦雄（2020）『新・現代会計入門（第4版）』日本経済新聞出版社.
桜井久勝（2021）『財務会計講義（第22版）』中央経済社
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著（2021）『検定簿記講義／3級商業簿記（2021年度版）』中央経済社.
（最新版が出ている可能性があるため、もし購入する際には最新版であるかどうかに注意してください。参考書であるため、購入していただく
必要は必ずしもございません）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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アカウンティング 【夜】
ベーシック科目

第1回：オリエンテーション
【講義の内容及び進め方の説明、会計とは何か、会計を学ぶ意義とは何か】

第2回：財務会計の機能
【財務会計の目的と役割を説明する。】

第3回：簿記一巡の手続き
【財務諸表を作成するまでのプロセス（簿記一巡の手続き）について解説する。】

第4回：貸借対照表
【貸借対照表の役割、構造、見方について説明する。産業ごとの貸借対照表に違いがあることを事例を通じて学ぶ。】

第5回：損益計算書
【損益計算書の役割、構造、見方について説明する。同一産業の企業であっても、売上原価の比率や販管費の比率に違いがあることを事例を通
じて学ぶ。】

第6回：売上高と売上債権に関する会計
【財・サービスの提供に関連する会計を学ぶ。ビジネスモデルによって売上収益を認識するタイミングに違いがあることを事例を踏まえながら
学ぶ。】

第7回：売上原価と棚卸資産に関する会計
【売上原価と棚卸資産に関する会計を学ぶ。ある企業にとって何が棚卸資産となるのかなどを事例を踏まえながら学ぶ。】

第8回：有形固定資産と無形固定資産に関する会計
【有形固定資産及び無形固定資産に関する会計を学ぶ。有形固定資産が多い企業や無形固定資産が多い企業が存在することを事例を踏まえなが
ら学ぶ。】

第9回：負債に関する会計
【営業上の債務、及び、社債や借入金といった有利子負債、並びに、引当金に関する会計について学ぶ。社債の発行や引当金の設定に関する事
例を踏まえながら学ぶ。】

第10回：株主資本に関する会計
【株主資本に関する会計処理について学ぶ。株式の発行や配当の支払いに関する事例を踏まえながら学ぶ。】

第11回：財務諸表分析
【ROEを構成する3つの財務比率（売上高利益率、総資産回転率、財務レバレッジ）について説明し、貸借対照表と損益計算書の関係性について
の理解を深める。】

第12回：キャッシュフロー計算書
【キャッシュフロー計算書の役割、構造、見方について学ぶ。キャッシュフローを用いた財務比率についてもいくつか解説する。】

第13回：日本企業の財務報告をめぐる環境
【日本企業の決算をめぐる論点（四半期決算）、及び、実務における近年の注目度の高いトピック（伊藤レポート、統合報告書）について論点
を簡単に解説する。】

第14回：プレゼンテーション（1）
【レポート課題について、受講者の方々にプレゼンテーションをしていただく。全2回を予定している。】

第15回：プレゼンテーション（2）
【レポート課題について、受講者の方々にプレゼンテーションをしていただく。全2回を予定している。】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

（1）【講義への貢献度：30%】発言の回数及び内容、議論への参加姿勢など。
　　　　講義に参加することが前提であるため、欠席をマイナス評価とします。

（2）【レポート：40%】（レポートの内容は変更する可能性がある）。
（概要）同一産業の2社を比較し、以下の設問に答えよ。（設問1）2社のビジネスモデルについて説明せよ。（設問2）2社の損益計算書の内容を
比較せよ（売上原価の比率や販管費の比率を踏まえて特徴、違いを説明せよ）。（設問3）2社の保有している資産の状況を比較せよ（棚卸資産
、有形固定資産、無形固定資産として何を保有していると考えられるか、それぞれの会社の特徴を説明してほしい）。また、資産の評価方法
（減価償却の方法など）についての違いを記述せよ。（設問4）2社の負債及び株主資本の状況を比較せよ（どのような方法で資金調達を行って
いるのか、どのような引当金を設定しているのかなど、負債及び株主資本から読み取れる2社の違いを説明せよ）。以上の設問を回答するにあた
り、ビジネスモデルの特徴や違いなど、背景にある企業経営の実態に言及できることが望ましい。

（3）【小課題：30%】小課題を課し、次回の講義までに提出していただきます。課題の提出有無と内容をもとに成績評価を行います。

成績評価の方法　/Assessment Method

5855 /



アカウンティング 【夜】
ベーシック科目

（事前学習）
ほぼ毎回の講義で小課題を課すので、次回の講義までに準備しておくこと。
（事後学習）
講義の復習をしっかり行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5855 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
日下　勇歩 / マネジメント研究科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅰにおいては、各自の研究テーマに応じて先行研究や理論に関する文献調査を十分に行ったうえで、分析のフレームワークの検
討を行う。また、必要に応じて統計調査、アンケート調査、ヒアリング調査などを実施したうえで、プロジェクト研究骨子を成果物として完成
させ、最終回にマネジメント研究科全体で報告会を実施する。
なお、プロジェクト研究の指導の中心は、原則的に学生の意思に基づいた専任教員（主指導教員）１名があたる。ただし、学生が幅広い視点か
ら問題探究を行えるように、副指導教員の指導を適宜受けられる体制とする。副指導教員は専任教員及び特任教員の中から主指導教員と学生が
相談した上で、マネジメント研究科委員会で決定する。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力のある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する。

初回時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

① 　　研究倫理と経営倫理
②～③ 研究テーマの検討・決定
　　　【現実的な課題に沿った検討・ディスカッション】
④～⑤ 文献調査に基づいた検討
　　　【先行研究】、【理論】
⑥～⑦ 研究方法、推進体制、仮説の検討
　　　【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
⑧～⑩ 調査研究の実施と報告（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑪～⑭ プロジェクト研究骨子およびその報告資料の作成と検討
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑮ プロジェクト研究骨子の報告会
　　　【ディスカッション】【プレゼンテーション】【アドバイス】　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究骨子（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

5856 /



プロジェクト研究Ⅰ 【夜】
プロジェクト研究科目

必読文献を事前に紹介する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究骨子を仕上げていくこと。
グループ・プロジェクトを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5856 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

5857 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5857 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

/Instructor
日下　勇歩 / マネジメント研究科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2021 20222019 202020182013 2015201420122011 2016 2017

プロジェクト研究Ⅱにおいては、プロジェクト研究Ⅰの成果物であるプロジェクト研究骨子に基づき、一定水準の品質が確保されたプロジェクト研
究報告書（研究レポートまたは論文）の完成を目指す。
各自による各種調査（統計調査、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査、フィールドワーク等）結果や分析結果について、主指導教員等
とのディスカッションを重ねながら、プロジェクト研究報告書（研究レポートまたは論文）を作成する。そのうえで、仮説の設定や分析フレー
ムワークなどは適宜見直しを図る。
なお、本年度についてはマネジメント研究科全体で第7回に経過報告会、第14回に成果報告会を実施する予定である（具体的な日時・場所等は後
日調整のうえで連絡する）。

DPに基づく到達目標
＜高度な専門的知識・技能＞
マネジメント等に係る高度な専門的知識を自らの実践的なテーマに活用できること
＜高い問題解決能力と表現力＞
自らの実践的なテーマを適切に分析し、問題解決に向けた説得力にある提案ができること
＜高い倫理観に基づいた自律的行動力＞
研究・経営倫理を踏まえた実践的かつ自律的な行動を促す分析・提案ができること

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回時に指示する

初回時に指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

①～② リサーチ・クエスチョン（研究課題）の再検討（問題意識の再確認）
　　　【先行研究や理論】【分析のフレームワーク】【仮説の設定】
③～⑥ 調査研究の実施・報告および経過報告会の準備（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】
⑦　　 プロジェクト研究経過報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑧～⑬ 調査研究の実施・報告および報告書・報告会資料の作成（進捗状況の管理）
　　　【質疑応答】【討議を繰り返す】【文章力】
⑭　　　プロジェクト研究報告会の実施
　　　【プレゼンテーション】【表現力】【説得力】【論理的思考】【アドバイス】
⑮ 　　プロジェクト研究報告書の完成
　　　【文章力】【新規性】【独自性】【論理的思考】
　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究の姿勢（20％）、成果物であるプロジェクト研究報告書（60％）、報告会でのパフォーマンス（20％）によって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

5858 /



プロジェクト研究Ⅱ 【夜】
プロジェクト研究科目

必読文献を事前に配布し、指示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究指導を生かして、学生が主体的にプロジェクト研究報告書を仕上げていくこと。
プロジェクト研究Ⅰを履修済みのこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

5858 /


